


◎問い合わせ先　企画政策課ＤＸ推進室　☎82－3111（内線 225）直通 75－6211

使用日の３か月前

～使用日の前日

使用日の２か月前の初日

～使用日の７日前

使用日の２か月前

～使用日の 10 日前

施設利用申込み受付窓口連絡先

教育文化課（文化センター内）

☎82－2069

使用日の２か月前

～使用日の 10 日前

施設利用申込み受付窓口連絡先

教育文化課（文化センター内）

☎82－2069

施設名称（施設利用申込み受付窓口連絡先）
施設内容

システムでの予約受付期間

トップページの右上にあるオレンジ色の「利用
者登録」をクリックしてください。

クリックすると「施設予約システム利用規約」が
表示されます。ご確認いただき、了承したら一番
下の赤色の「同意する」をクリックしてください。
※「同意しない」をクリックした場合は、この予
　約システムを利用できません。

▶

利用する方の登録者情報を入力します。項目名の横
に赤丸のレ点がある箇所は必ず入力してください。
「利用者名等」欄には、利用する個人または団体
名を入力してください。
「連絡先等」欄には、本システムを利用する方の
氏名などを入力してください。
入力したメールアドレスあてに本システムの利用者
登録に関するメールや実際に本システムで利用申込
みした際の申込み受付完了などのメールが届きます。

必須項目の入力が完了したら、一番下の項目「メー
ル送信指定」が「送信する」になっていることを
確認し、その下の赤色の「確認」をクリックして
ください。

URL　
https://k4.p-kashikan.jp/town-sakaki/

右記のＱＲコードから、または
下記ＵＲＬを入力し、「坂城町
公共施設予約システム」のトッ
プページを開いてください。

▶

③でご自身が入力した内容が表示されます。記載
内容に誤りがないことを確認したら、一番下の赤
色「登録」をクリックしてください。

登録したメールアドレスに「坂城町公共施設予約
システム」というメールが届くので、本文内のＵ
ＲＬをクリックしてください。

すると、「利用登録お申込みの確認」が表示され
ます。これで利用者登録の申込みは完了です。２
～３日後に同じメールアドレスに、本システムを
利用する際に必要な「利用者ＩＤ」が届きます。

なお、下記⑤で利用者ＩＤが発行された後の施設利用
申込みの方法は、町ホームページにある「坂城町公共
施設予約システム利用者マニュアル」をご覧ください。

利用者ＩＤが届くと、施設の利用
申込みができるようになります。
「坂城町公共施設予約システム」
トップページの「空き状況の確認」
から利用申込みをしてください。

▶

▶

① ②

④

③

⑤

隣保館　（☎82－6603）
会議室（大・小）、教養娯楽室、料理教室

中心市街地コミュニティセンター　（鉄の展示館☎82－1128）
多目的ホール

びんぐしの里公園　（都市公園管理センター☎82－0234）
テニスコート、びんぐしわくわくステージ、すぱーく坂城

和平公園　（都市公園管理センター☎82－0234）
山の家、バンガロー、テント泊・バーベキュー利用

文化の館
研修室（第１・第２）、茶室、展示室、創作室（１・２）、野だて場

坂城町文化センター
会議室（大・中・１・２）、多目的室、クラブ室（１・２）

坂城町体育館
坂城町文化センターグランド
坂城町武道館
柔道場、剣道場

坂城町運動公園
野球場、少年野球場

坂城小学校・南条小学校・村上小学校・坂城中学校
各施設のグランド

坂城小学校
体育館

南条小学校
体育館、特別教室（音楽堂）

村上小学校
体育館

坂城中学校
体育館、テニスコート

　10 月１日（火）から、自宅のパソコンやスマートフォンから、下記にある施設の利用申込みや空き状況の確認
ができる「坂城町公共施設予約システム」の運用を開始します。なお、使用料のお支払いは、これまでどおり窓口
でお願いします。また、引き続き、紙での利用申込みも窓口で受付けています。
　本システムを利用して、施設利用申込みをするには、事前の「利用者登録」が必要です。3 ページの「利用者登
録の方法」をご覧いただくか、下記の利用したい各施設の窓口でも登録のお手伝いをします。
　利用者登録が完了すると、２～３日後に「利用者ＩＤ」が発行されます。この利用者ＩＤがないと施設の利用申
込みはできませんので、余裕を持って「利用者登録」手続きをお願いします。

以下の施設は、教育委員会に届出している団体のみ利用申込み可能です

使用日の２か月前の初日

～使用日の前日

当日の利用申込みは直接窓口へ
お申込みください。（

（

広報さかき広報さかき　　2024年10月号2024年10月号 22



◎問い合わせ先　企画政策課ＤＸ推進室　☎82－3111（内線 225）直通 75－6211

使用日の３か月前

～使用日の前日

使用日の２か月前の初日

～使用日の７日前

使用日の２か月前

～使用日の 10 日前

施設利用申込み受付窓口連絡先

教育文化課（文化センター内）

☎82－2069

使用日の２か月前

～使用日の 10 日前

施設利用申込み受付窓口連絡先

教育文化課（文化センター内）

☎82－2069

施設名称（施設利用申込み受付窓口連絡先）
施設内容

システムでの予約受付期間

トップページの右上にあるオレンジ色の「利用
者登録」をクリックしてください。

クリックすると「施設予約システム利用規約」が
表示されます。ご確認いただき、了承したら一番
下の赤色の「同意する」をクリックしてください。
※「同意しない」をクリックした場合は、この予
　約システムを利用できません。

▶

利用する方の登録者情報を入力します。項目名の横
に赤丸のレ点がある箇所は必ず入力してください。
「利用者名等」欄には、利用する個人または団体
名を入力してください。
「連絡先等」欄には、本システムを利用する方の
氏名などを入力してください。
入力したメールアドレスあてに本システムの利用者
登録に関するメールや実際に本システムで利用申込
みした際の申込み受付完了などのメールが届きます。

必須項目の入力が完了したら、一番下の項目「メー
ル送信指定」が「送信する」になっていることを
確認し、その下の赤色の「確認」をクリックして
ください。

URL　
https://k4.p-kashikan.jp/town-sakaki/

右記のＱＲコードから、または
下記ＵＲＬを入力し、「坂城町
公共施設予約システム」のトッ
プページを開いてください。

▶

③でご自身が入力した内容が表示されます。記載
内容に誤りがないことを確認したら、一番下の赤
色「登録」をクリックしてください。

登録したメールアドレスに「坂城町公共施設予約
システム」というメールが届くので、本文内のＵ
ＲＬをクリックしてください。

すると、「利用登録お申込みの確認」が表示され
ます。これで利用者登録の申込みは完了です。２
～３日後に同じメールアドレスに、本システムを
利用する際に必要な「利用者ＩＤ」が届きます。

なお、下記⑤で利用者ＩＤが発行された後の施設利用
申込みの方法は、町ホームページにある「坂城町公共
施設予約システム利用者マニュアル」をご覧ください。

利用者ＩＤが届くと、施設の利用
申込みができるようになります。
「坂城町公共施設予約システム」
トップページの「空き状況の確認」
から利用申込みをしてください。

▶
▶

① ②

④

③

⑤

隣保館　（☎82－6603）
会議室（大・小）、教養娯楽室、料理教室

中心市街地コミュニティセンター　（鉄の展示館☎82－1128）
多目的ホール

びんぐしの里公園　（都市公園管理センター☎82－0234）
テニスコート、びんぐしわくわくステージ、すぱーく坂城

和平公園　（都市公園管理センター☎82－0234）
山の家、バンガロー、テント泊・バーベキュー利用

文化の館
研修室（第１・第２）、茶室、展示室、創作室（１・２）、野だて場

坂城町文化センター
会議室（大・中・１・２）、多目的室、クラブ室（１・２）

坂城町体育館
坂城町文化センターグランド
坂城町武道館
柔道場、剣道場

坂城町運動公園
野球場、少年野球場

坂城小学校・南条小学校・村上小学校・坂城中学校
各施設のグランド

坂城小学校
体育館

南条小学校
体育館、特別教室（音楽堂）

村上小学校
体育館

坂城中学校
体育館、テニスコート

　10 月１日（火）から、自宅のパソコンやスマートフォンから、下記にある施設の利用申込みや空き状況の確認
ができる「坂城町公共施設予約システム」の運用を開始します。なお、使用料のお支払いは、これまでどおり窓口
でお願いします。また、引き続き、紙での利用申込みも窓口で受付けています。
　本システムを利用して、施設利用申込みをするには、事前の「利用者登録」が必要です。3 ページの「利用者登
録の方法」をご覧いただくか、下記の利用したい各施設の窓口でも登録のお手伝いをします。
　利用者登録が完了すると、２～３日後に「利用者ＩＤ」が発行されます。この利用者ＩＤがないと施設の利用申
込みはできませんので、余裕を持って「利用者登録」手続きをお願いします。

以下の施設は、教育委員会に届出している団体のみ利用申込み可能です

使用日の２か月前の初日

～使用日の前日

当日の利用申込みは直接窓口へ
お申込みください。（

（
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所得上限限度額を超過していた方も支給対象になります。

これまでは中学生（15 歳到達後の最初の年度末まで）以下が支給対象でしたが、10 月分からは高校生年代（18 歳
到達後最初の年度末まで）も支給対象になります。

これまでの月額 15,000 円から月額 30,000 円に増額になります。

上の子について、高校生年代までをカウント対象という扱いを見直し、親などの経済的負担がある場合は 22 歳年
度末までカウント対象となります。

年３回（２月、６月、10 月）から年６回偶数月（２月、４月、６月、８月、10 月、12 月）に変更となります。
※制度改正後の初回支給は 12 月 13 日（金）（令和６年 10 ～ 11 月分）です。

※提出期限までに申請がない場合は、令和６年 12 月の支給に間に合わない場合があります。
※制度改正に伴う申請の最終期限は令和７年３月 31 日（月）です。最終期限を過ぎた場合は、
　令和６年 10 月分にさかのぼっての児童手当の支給はできませんのでご注意ください。

◎提出・問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 136）直通 75－6205

現在、中学生以下の子を養育していて児童手当を受給している方は、改めての申請手続きは不要です。
ただし、次の４つのいずれかに該当する方は手続きが必要です。
１．中学生以下の子を養育しているが、所得上限限度額以上により現在手当を受給していない方
２．高校生年代（18 歳到達後の最初の年度末まで）の子のみ養育している方
３．高校生年代（18 歳到達後の最初の年度末まで）の子と 22 歳到達後の最初の年度末までの子を合わせて、３子
　　以上養育している方
４．養育者と養育している高校生年代（18 歳到達後の最初の年度末まで）の子の住所が別の方
町では確認できる世帯には通知をお送りしていますので、同封の手続き確認フローの内容を確認のうえ、必要書類
を福祉健康課へ提出してください。

▶提出期限　11月 15 日（金）◀

子どもの年齢

改正前後

子どもの数え方

支給月額

20歳

改正後
第１子
支給対象外

改正前

算定対象外

支給対象外

17 歳 13 歳

改正後
第２子
10,000 円

改正前

第１子

支給対象外

改正後
第３子
30,000 円

改正前

第２子

10,000 円

「改正前」：令和６年９月分まで　「改正後」令和６年 10 月分から

　比較的抵抗力が弱い中学生以下の子どもについて、学校など集団生活にお
けるインフルエンザウイルスのまん延の危険性が高いことから、町では、任意
で受けたインフルエンザ予防接種に対する費用の一部を助成します。

町内に住所を有する中学生以下の子ども

※９月下旬ごろ、町から「助成券」をお送
りしました。まだお手元に届いていない
方は保健センターまでご連絡ください。

対 象 者

実施期間
10 月１日（火）
　　　　　～ 令和７年１月 31 日（金）

助成金額 上限 1,000 円

実施期間内で１人１回まで
※13 歳未満は２回まで

助成回数

【右記①の町内実施医療機関】
・いろかわ医院（☎82－2143）　《事前予約要》
・こうだ内科（☎75－7887）　《事前予約要》
・さかき生協診療所（☎82－0101）　《事前予約要》
・武市医院（☎82－2606）　《事前予約不要》
・松尾医院（☎82－2013）　《事前予約要》
・村上堂大井クリニック（☎81－3131）　《事前予約要》

助成方法

医療機関で接種費用全額を一旦支払い、後日、
助成金（1,000円）を保健センターに請求する。

【持ち物】　・助成金交付申請書兼請求書
　　　　　　（町ホームページからダウンロード
　　　　　　　または保健センター窓口にあります）

　　　　　・未使用の助成券、領収書の原本
　　　　　・予防接種の記録
　　　　　  （母子健康手帳、予防接種済証等）
　　　　　・印鑑、振込先口座のわかるもの

２

◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線512）直通75－6230

実施医療機関に助成券を提出し、（予防接種
費用－1,000 円）を支払う。

【持ち物】　・助成券（必要事項を記入）

　　　　　・母子健康手帳、健康保険証
　　　　　・接種料金

１

南条保育園

坂城保育園

村上保育園

受付日

   10月31日（木）

   11月１日（金）

   11月５日（火）

入園年齢

６か月～

12か月～

６か月～

◎問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　
　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

配布開始　10 月１日（火）
配布場所　町内各保育園・教育文化課子ども支援室
　　　　　　　　　　　　（役場２階）

　11 月７日（木）から 11 月 13 日（水）までに、
入園申込書類を教育文化課子ども支援室（役場２階）
に提出してください。出生前でも申込みできます。

　下表の日程で入園申込みの受付を行います。事前
予約のうえ、入園を希望する保育園へお申込みくだ
さい。なお、当日は入園を希望するお子さんの面談
も行いますので、お子さんと一緒にお越しください。

◆受付時間　午前９時～午後５時（各園共通）◆
※当日都合のつかない方は、11 月２日（土）午前中

に子育て支援センター（坂城保育園２階）で受付
を行います。

配布開始　10 月１日（火）
配布場所　町内各保育園・教育文化課子ども支援室
　　　　　　　　　　　　（役場２階）

　11 月７日（木）から 11 月 13 日（水）までに、
入園申込書類を教育文化課子ども支援室（役場２階）
に提出してください。出生前でも申込みできます。

　下表の日程で入園申込みの受付を行います。事前
予約のうえ、入園を希望する保育園へお申込みくだ
さい。なお、当日は入園を希望するお子さんの面談
も行いますので、お子さんと一緒にお越しください。

◆受付時間　午前９時～午後５時（各園共通）◆
※当日都合のつかない方は、11 月２日（土）午前中

に子育て支援センター（坂城保育園２階）で受付
を行います。

◎問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　
　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209
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　比較的抵抗力が弱い中学生以下の子どもについて、学校など集団生活にお
けるインフルエンザウイルスのまん延の危険性が高いことから、町では、任意
で受けたインフルエンザ予防接種に対する費用の一部を助成します。

町内に住所を有する中学生以下の子ども

※９月下旬ごろ、町から「助成券」をお送
りしました。まだお手元に届いていない
方は保健センターまでご連絡ください。

対 象 者

実施期間
10 月１日（火）
　　　　　～ 令和７年１月 31 日（金）

助成金額 上限 1,000 円

実施期間内で１人１回まで
※13 歳未満は２回まで

助成回数

【右記①の町内実施医療機関】
・いろかわ医院（☎82－2143）　《事前予約要》
・こうだ内科（☎75－7887）　《事前予約要》
・さかき生協診療所（☎82－0101）　《事前予約要》
・武市医院（☎82－2606）　《事前予約不要》
・松尾医院（☎82－2013）　《事前予約要》
・村上堂大井クリニック（☎81－3131）　《事前予約要》

助成方法

医療機関で接種費用全額を一旦支払い、後日、
助成金（1,000円）を保健センターに請求する。

【持ち物】　・助成金交付申請書兼請求書
　　　　　　（町ホームページからダウンロード
　　　　　　　または保健センター窓口にあります）

　　　　　・未使用の助成券、領収書の原本
　　　　　・予防接種の記録
　　　　　  （母子健康手帳、予防接種済証等）
　　　　　・印鑑、振込先口座のわかるもの

２

◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線512）直通75－6230

実施医療機関に助成券を提出し、（予防接種
費用－1,000 円）を支払う。

【持ち物】　・助成券（必要事項を記入）

　　　　　・母子健康手帳、健康保険証
　　　　　・接種料金

１

南条保育園

坂城保育園

村上保育園

受付日

   10月31日（木）

   11月１日（金）

   11月５日（火）

入園年齢

６か月～

12か月～

６か月～

◎問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　
　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

配布開始　10 月１日（火）
配布場所　町内各保育園・教育文化課子ども支援室
　　　　　　　　　　　　（役場２階）

　11 月７日（木）から 11 月 13 日（水）までに、
入園申込書類を教育文化課子ども支援室（役場２階）
に提出してください。出生前でも申込みできます。

　下表の日程で入園申込みの受付を行います。事前
予約のうえ、入園を希望する保育園へお申込みくだ
さい。なお、当日は入園を希望するお子さんの面談
も行いますので、お子さんと一緒にお越しください。

◆受付時間　午前９時～午後５時（各園共通）◆
※当日都合のつかない方は、11 月２日（土）午前中

に子育て支援センター（坂城保育園２階）で受付
を行います。

配布開始　10 月１日（火）
配布場所　町内各保育園・教育文化課子ども支援室
　　　　　　　　　　　　（役場２階）

　11 月７日（木）から 11 月 13 日（水）までに、
入園申込書類を教育文化課子ども支援室（役場２階）
に提出してください。出生前でも申込みできます。

　下表の日程で入園申込みの受付を行います。事前
予約のうえ、入園を希望する保育園へお申込みくだ
さい。なお、当日は入園を希望するお子さんの面談
も行いますので、お子さんと一緒にお越しください。

◆受付時間　午前９時～午後５時（各園共通）◆
※当日都合のつかない方は、11 月２日（土）午前中

に子育て支援センター（坂城保育園２階）で受付
を行います。

◎問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　
　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209
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保健センター

☎82－3111（内線511）

直通75－6230

　　接種日において 65 歳以上の方

　　60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全ウイルス

　　の疾病により身体障害者手帳１級をお持ちの方
対象者

接種回数

・健康保険証、マイナンバーカードなど年齢と住所が確認できるもの
・接種料金
・郵送された予診票（上記「対象者」　    の方のみ）

令和７年１月31日（金）

接種の際の
持ち物

実施期限

接種料金

令和７年３月31日（月）
自己負担金　1,000 円 自己負担金　1,800 円

実施期間中にそれぞれ１回

それぞれの予診票は、下記の医療機関に置いてありますので、受診時にご記入ください。

☎82-2143
☎82-0101
☎82-2606
☎81-1330
☎75-7887

☎(026)272-1435
☎(026)272-0744
☎(026)273-1212
☎(026)275-1581
☎(026)272-1005

☎(026)275-5515
☎(026)214-3501
☎(026)272-2828
☎(026)273-8680
☎(026)273-1201
☎(026)272-0493
☎(026)272-3713
☎(026)275-0405
☎(026)276-0413
☎(026)276-2700
☎(026)247-8468
☎(026)273-8511

【坂城町の実施医療機関】
いろかわ医院
さかき生協診療所
武市医院
東信よしだ内科
こうだ内科
【千曲市の実施医療機関】

稲荷山医療福祉センタ－
篠ノ井橋病院　  
千曲中央病院
長野寿光会上山田病院
あんずの里クリニック

■実施医療機関　下記以外で接種を希望する場合は実施の有無など直接医療機関にお問い合わせください。
　▶インフルエンザ予防接種・新型コロナウイルス感染症予防接種　実施機関（１種類だけの接種可能です）

〔予約〕
不要
要

不要
要
要

市川内科医院
いなりやまクリニック
おかだクリニック　  
坂口整形外科
島谷医院　
菅谷東クリニック 　 
鴇沢内科クリニック
とぐらクリニック　　
とよき内科
やまざき医院　　
やしろあきたクリニック
松代総合病院ちくま診療所

☎82-2013
☎81-3131

☎(026)275-7800
☎(026)272-0269
☎(026)275-3341
☎(026)273-8788

☎(026)261-5815
☎(026)272-0131
☎(026)275-0111
☎(026)214-8212
☎(026)272-3610
☎(026)273-6611
☎(026)214-2114
☎(026)272-1013

〔予約〕
不要
要

とも泌尿器科クリニック
中沢医院
中島産婦人科小児科　  
福嶋メンタルクリニック戸倉
もみのき内科クリニック　
安川整形外科クリニック 
ちくまこころのクリニック
さわらび内科クリニック

▶インフルエンザ予防接種　実施機関

【坂城町の実施医療機関】
松尾医院
村上堂大井クリニック
【千曲市の実施医療機関】

安里医院
飯島医院
かいぬま耳鼻咽喉科医院
島田クリニック
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◎
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・
問
い
合
わ
せ
先
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課
税
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☎
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３
１
１
１
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線
１
４
１
・
１
４
４
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直
通
７
５―

６
２
０
６

対 象 者

　がんと診断され、がんの治療（手術、薬物治療、放射線療法等）を受けた、または現在受けている方
　助成金の交付申請日に町内に住所を有する方
　助成金の交付を申請する補整具について、国や他の地方公共団体の助成を受けていない方
　令和６年４月１日以降に対象となる補整具等を購入していること

助成内容

※次に掲げるものは助成の対象外です。
　付属品またはケア用品（クリーナー、リンスまたはブラシ等のその他用品をケアするための用品）
　購入のために要した交通費、郵送費など

◎申請・問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 511・512）　直通 75－6230

頭髪補整具

補整下着、補整パッド、専用入浴着及び人工乳房
※乳房再建術等により体内に埋め込まれたもの
　を除く。

右房用　１回
左房用　１回

ウイッグ、装着ネット、毛付き帽子

助成対象補整具 助成金額用品の区分 交付回数

乳房補整具

１回

購入額の２分の１
上限２万円

その他 エピテーゼ（補整用人工物） １回

下記の要件をすべて満たしている方

◆補助金額　夫婦とも 29 歳以下は最大 60 万円。それ以外は最大 30 万円
◆対 象 者   夫婦共に婚姻日に 39 歳以下で、所得の合計が 500 万円未満のご夫婦
◆対象費用　結婚を機に取得した住宅の購入費、婚姻後の住宅の賃料、引っ越し費用など

上記のほかにも条件があります。詳しくは町ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 135）　直通 75－6205

広報さかき広報さかき　　2024年10月号2024年10月号 66



　
令
和
６
年
分
の
所
得
税
・
個
人
住
民
税（
町
・

県
民
税
）に
お
い
て
、定
額
減
税
し
き
れ
な
い

方
に
、そ
の
差
額
分
と
し
て「
調
整
給
付
金
」

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
町
か
ら
８
月
中
旬
に「
調
整
給
付
金
の
ご
案

内
」と
と
も
に
対
象
者
に
は「
調
整
給
付
金
支

給
確
認
書
」を
送
付
し
ま
し
た
。こ
の
支
給
確

認
書
を
ま
だ
役
場
に
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、

「
調
整
給
付
金
」の
受
給
手
続
き
が
完
了
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、10
月
31
日（
木
）ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、書
類
を
提
出
し
て
い
て
も
、記
入
漏

れ
な
ど
の
不
備
が
あ
っ
た
場
合
で
、10
月
31

日（
木
）ま
で
に
修
正
が
で
き
な
い
と
、「
調
整

給
付
金
」を
受
給
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
手
続
き
方
法

　次
の
３
つ
を
総
務
課
税
務

　
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①「
調
整
給
付
金
支
給
確
認
書
」（
必
要
事

　
　
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　
②
本
人
確
認
書
類
の
写
し

　
③
口
座
確
認
書
類
の
写
し

■
手
続
き
期
限

　10
月
31
日（
木
）必
着

※

期
限
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、給
付
金
の

　
受
給
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

　
な
お
、支
給
確
認
書
が
届
い
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
な
ど
、ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
税
務
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
　（
内
線
１
４
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４
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０
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対 象 者

　がんと診断され、がんの治療（手術、薬物治療、放射線療法等）を受けた、または現在受けている方
　助成金の交付申請日に町内に住所を有する方
　助成金の交付を申請する補整具について、国や他の地方公共団体の助成を受けていない方
　令和６年４月１日以降に対象となる補整具等を購入していること

助成内容

※次に掲げるものは助成の対象外です。
　付属品またはケア用品（クリーナー、リンスまたはブラシ等のその他用品をケアするための用品）
　購入のために要した交通費、郵送費など

◎申請・問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 511・512）　直通 75－6230

頭髪補整具

補整下着、補整パッド、専用入浴着及び人工乳房
※乳房再建術等により体内に埋め込まれたもの
　を除く。

右房用　１回
左房用　１回

ウイッグ、装着ネット、毛付き帽子

助成対象補整具 助成金額用品の区分 交付回数

乳房補整具

１回

購入額の２分の１
上限２万円

その他 エピテーゼ（補整用人工物） １回

下記の要件をすべて満たしている方

◆補助金額　夫婦とも 29 歳以下は最大 60 万円。それ以外は最大 30 万円
◆対 象 者   夫婦共に婚姻日に 39 歳以下で、所得の合計が 500 万円未満のご夫婦
◆対象費用　結婚を機に取得した住宅の購入費、婚姻後の住宅の賃料、引っ越し費用など

上記のほかにも条件があります。詳しくは町ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 135）　直通 75－6205
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■日時　
　11 月２日（土）
　午前９時～ 11 時 30 分（小雨決行）
■会場　
　千曲坂城消防本部 戸倉上山田消防署
　（千曲市大字磯部 1221）
■内容　
　〇放水・救助体験
　〇消防救急車両展示
　　救助隊による訓練展示
　〇第 45 回防火ポスター展入選作品展示
　〇消防服着装体験　　　　　　　など
※内容は変更する場合があります。

◎問い合わせ先　
　千曲坂城消防本部 総務課 

　☎026－276－0119

信濃村上氏フォーラム～語り継ぐ村上義清～

さかきふれあい大学教養講座

信濃村上氏フォーラム～語り継ぐ村上義清～

日　時　10 月 26 日（土）午後１時～４時 30 分
会　場　文化センター　
参加費　無料（事前申込不要）
コーディネーター
　　　　笹本正治さん（長野県立歴史館 特別館長）
◎問い合わせ先　
　教育文化課生涯学習係（文化センター内）　☎82－2069

坂木宿ふるさと歴史館では、信濃村上氏の資料を展
示しています。
10 月中の土日祝日は、広報さかき９月号と一緒に配
布したフォーラムのチラシを持参すると入館料が無
料になります。この機会にぜひご来館ください。
◎問い合わせ先　
　坂木宿ふるさと歴史館　☎82－4193

　　　日　時　　11 月２日（土）　午後１時～３時 30 分（講演開始  午後２時）
　　　会　場　　文化センター　　　　　
　　　演　題　　「今私たちが知っておきたいこと、出来ること～脳・心臓・腎臓を守るために」
　　　講　師　　矢島鉄也さん（元厚生労働省健康局長　現千葉大学客員教授（医師）　）
　　　参加費　　無料（事前申込不要）

◎問い合わせ先　　保健センター　☎82－3111（内線 511）直通 75－6230

令和６年度

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 135）　直通 75－6205

■日　    時　11月７日（木）　午前 10時～ 11時
■場　    所　文化センター
■対  象  者　戦没者のご遺族、参列を希望する方
■内　    容　式辞、黙とう、追悼のことば、献花
■参加申込　参列を希望する場合には事前の申込みが必要です。
　　　　　　福祉健康課に電話でお申込みいただくか、町ホームページから
　　　　　　申請書をダウンロードし、必要事項を記入のうえお申込みください。
■申込期限　10月 18日（金）
■注意事項　当日は華美な服装を避け、平服でお越しください。

戦没者に追悼の誠をささげ、平和への誓いを新たにするため、坂城町戦没者追悼式を実施します。戦没者に追悼の誠をささげ、平和への誓いを新たにするため、坂城町戦没者追悼式を実施します。

■日　    時　11月７日（木）　午前 10時～ 11時
■会　    場　文化センター
■対  象  者　戦没者のご遺族、参列を希望する方
■内　    容　式辞、黙とう、追悼のことば、献花
■参列申込　参列を希望する場合には事前の申込みが必要です。
　　　　　　福祉健康課に電話でお申込みいただくか、町ホームページから
　　　　　　申請書をダウンロードし、必要事項を記入のうえお申込みください。
■申込期限　10月 18日（金）
■注意事項　当日は華美な服装を避け、平服でお越しください。
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■日時　
　11 月２日（土）
　午前９時～ 11 時 30 分（小雨決行）
■会場　
　千曲坂城消防本部 戸倉上山田消防署
　（千曲市大字磯部 1221）
■内容　
　〇放水・救助体験
　〇消防救急車両展示
　　救助隊による訓練展示
　〇第 45 回防火ポスター展入選作品展示
　〇消防服着装体験　　　　　　　など
※内容は変更する場合があります。

◎問い合わせ先　
　千曲坂城消防本部 総務課 

　☎026－276－0119

信濃村上氏フォーラム～語り継ぐ村上義清～

さかきふれあい大学教養講座

信濃村上氏フォーラム～語り継ぐ村上義清～

日　時　10 月 26 日（土）午後１時～４時 30 分
会　場　文化センター　
参加費　無料（事前申込不要）
コーディネーター
　　　　笹本正治さん（長野県立歴史館 特別館長）
◎問い合わせ先　
　教育文化課生涯学習係（文化センター内）　☎82－2069

坂木宿ふるさと歴史館では、信濃村上氏の資料を展
示しています。
10 月中の土日祝日は、広報さかき９月号と一緒に配
布したフォーラムのチラシを持参すると入館料が無
料になります。この機会にぜひご来館ください。
◎問い合わせ先　
　坂木宿ふるさと歴史館　☎82－4193

　　　日　時　　11 月２日（土）　午後１時～３時 30 分（講演開始  午後２時）
　　　会　場　　文化センター　　　　　
　　　演　題　　「今私たちが知っておきたいこと、出来ること～脳・心臓・腎臓を守るために」
　　　講　師　　矢島鉄也さん（元厚生労働省健康局長　現千葉大学客員教授（医師）　）
　　　参加費　　無料（事前申込不要）

◎問い合わせ先　　保健センター　☎82－3111（内線 511）直通 75－6230

令和６年度

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 135）　直通 75－6205

■日　    時　11月７日（木）　午前 10時～ 11時
■場　    所　文化センター
■対  象  者　戦没者のご遺族、参列を希望する方
■内　    容　式辞、黙とう、追悼のことば、献花
■参加申込　参列を希望する場合には事前の申込みが必要です。
　　　　　　福祉健康課に電話でお申込みいただくか、町ホームページから
　　　　　　申請書をダウンロードし、必要事項を記入のうえお申込みください。
■申込期限　10月 18日（金）
■注意事項　当日は華美な服装を避け、平服でお越しください。

戦没者に追悼の誠をささげ、平和への誓いを新たにするため、坂城町戦没者追悼式を実施します。戦没者に追悼の誠をささげ、平和への誓いを新たにするため、坂城町戦没者追悼式を実施します。

■日　    時　11月７日（木）　午前 10時～ 11時
■会　    場　文化センター
■対  象  者　戦没者のご遺族、参列を希望する方
■内　    容　式辞、黙とう、追悼のことば、献花
■参列申込　参列を希望する場合には事前の申込みが必要です。
　　　　　　福祉健康課に電話でお申込みいただくか、町ホームページから
　　　　　　申請書をダウンロードし、必要事項を記入のうえお申込みください。
■申込期限　10月 18日（金）
■注意事項　当日は華美な服装を避け、平服でお越しください。

　
女
性
団
体
連
絡
会
は
、町
内
の
女
性

団
体
の
代
表
者
を
理
事
と
し
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。男
女
共
同
参
画
の
推
進
、団

体
相
互
の
連
携
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
総
会
で
承
認
を
さ
れ
た
事

業
計
画
を
理
事
の
皆
さ
ん
と
共
に
、意

見
を
出
し
合
い
、情
報
の
共
有
を
図
り

な
が
ら
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。そ
の
１
つ
と
し
ま
し
て
、11

月
９
日（
土
）に
予
定
し
て
い
る「
女
と

男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
」は
、男
女
共
同
み

ん
な
の
会
と
共
に
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、男
女
共
同
参
画
の
主
旨
を
踏
ま
え

な
が
ら
幅
広
い
視
点
か
ら
楽
し
く
、た

め
に
な
る
お
話
を
伺
え
そ
う
な
講
師
の

方
を
お
招
き
で
き
る
よ
う
協
議
を
し
て

い
ま
す
。多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
１
年
、理
事
の
皆
様
、事
務
局

の
方
々
に
ご
協
力
、ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　
ご
自
身
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
っ
た

と
い
う
美
齊
津
康
弘
さ
ん
の
講
演
を
聞

き
ま
し
た
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
子
供
は
、

家
族
の
世
話
に
時
間
が
奪
わ
れ
る
だ
け

で
な
く
、将
来
に
わ
た
っ
て
夢
や
希
望

が
持
て
な
く
な
る
の
が
大
き
な
問
題
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。恥
ず
か
し
さ
も

あ
っ
て
辛
い
現
状
を
周
囲
に
は
ひ
た
隠

し
、一
方
で
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
こ

と
に
対
し
、怒
り
や
敵
意
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
す
。宿
題
や
勉
強
が
で
き
な

い
の
は
ケ
ア
の
た
め
な
の
で
す
が
、自

分
の
能
力
が
低
い
か
ら
だ
と
感
じ
自
己

肯
定
感
も
育
め
な
い
。そ
の
た
め
ケ
ア

が
終
わ
っ
て
も
、低
い
自
己
肯
定
感
と

周
囲
へ
の
怒
り
と
諦
め
、誰
も
信
用
で

き
ず
、夢
は
持
て
な
い
。そ
う
な
る
前
に
、

周
囲
の
大
人
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ

る
子
供
に
、ど
の
よ
う
な
支
援
の
手
を

差
し
伸
べ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
美
齊
津
さ
ん
は
、一
人
一
人
が
ま
ず

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
存
在
に
気
付
い
て
、

各
自
の
立
場
で
ち
ょ
っ
と
し
た
声
掛
け

を
す
る「
そ
よ
風
の
よ
う
な
支
援
」を
提

唱
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の

つ
な
が
り
を
保
っ
た
ま
ま
、他
の
大
人

に
も
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
言
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
自
分
に
も
で
き
そ
う
だ
と
感

じ
ま
し
た
。ま
ず
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
存
在
に
気
付
く
こ
と
が
第
一
歩
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　　
今
年
の
視
察
研
修
は
７
月
19
日（
金
）

長
野
地
方
裁
判
所
に
て
裁
判
の
傍
聴
で

し
た
。日
常
生
活
に
あ
ま
り
縁
の
な
い

裁
判
所
、実
際
の
法
廷
、そ
の
厳
格
な
雰

囲
気
に
大
変
気
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
過
失
運
転
致
傷
と
道
路
交

通
法
違
反
の
刑
事
裁
判
で
し
た
。検
察

側
、弁
護
側
、証
人
尋
問
と
被
告
人
質
問
、

用
意
さ
れ
た
資
料
に
そ
っ
て
迅
速
に
進

み
、最
後
に
裁
判
官
は
被
告
人
に
対
し

厳
し
く
も
優
し
く
諭
し
ま
し
た
。二
度

と
罪
を
犯
さ
ぬ
よ
う
事
実
を
認
め
さ
せ
、

判
決
を
宣
告
し
裁
判
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
運
転
上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
私
達
に
も
起

こ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
十
分
気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、誠
意
を
も
っ

て
謝
る
こ
と
の
大
切
さ
も
痛
感
し
ま
し

た
。司
法
の
必
要
性
は
も
ち
ろ
ん
、そ
こ

に
携
わ
る
方
々
の
人
間
性
の
豊
か
さ
に

も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
15
年
前
に
始
ま
っ
た
裁
判
員
制
度
、

確
率
は
低
い
そ
う
で
す
が
裁
判
員
に
選

ば
れ
た
際
は
積
極
的
に
参
加
し
た
い
も

の
で
す
。そ
し
て
私
達
一
人
一
人
が
自

身
の
生
活
に
目
を
向
け
る
こ
と
、そ
れ

が
犯
罪
を
減
ら
す
こ
と
に
繋
が
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
昼
食
は
善
光
寺
門
前
で
お
蕎
麦
を
い

た
だ
き
、午
後
は
長
野
県
立
美
術
館
に

て
ダ
リ
版
画
展
を
、併
設
の
東
山
魁
夷

館
も
鑑
賞
し
、有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

会長
師田　智恵子

発行　坂城町女性団体連絡会
編集　女団連だより編集委員会
発行　坂城町女性団体連絡会
編集　女団連だより編集委員会

「
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

農
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
か
き

女
性
専
門
相
談
員

保
健
補
導
員
会

消
費
者
の
会

交
通
安
全
協
会
坂
城
支
部
女
性
部

商
工
会
女
性
部

更
生
保
護
女
性
会

婦
人
消
防
隊

日
赤
奉
仕
団

農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー

令和６年度坂城町女性団体連絡会

会

　長

　師
田

　智
恵
子

副
会
長

　古
畑

　さ
よ
子

　
　
　
　池
田

　典
子

　
　守
屋

　尚
子

「
視
察
研
修
に
参
加
し
て
」

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の

講
演
会
に
参
加
し
て
」

三
井

　由
香

活
動
報
告

活
動
報
告

第 44号

ひ
と

▲長野地方裁判所前で

ひ
と

み
さ
い
づ
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　令和５年度一般会計および特別会計の決算が、９月議会で認定されました。
　一般会計・特別会計５会計を合わせた決算は、歳入総額が 113 億 2,481 万円（前年度対
比△12.1％）、歳出総額は 107 億 6,549 万円（同△15.5％）となりました。歳入から歳出
を差し引いた額は５億 5,932 万円となり、この額から翌年度に繰り越すべき財源を差し
引いた実質収支額は 5,892 万円の黒字となりました。

５ 年 度 決 算 状 況 ５ 年 度 決 算 状 況

76 億 9,011 万円
　「町税」について、町民税の個人分は前年度対比 2.2% の増となったものの、法人分は物価
高騰による経費等の増加や売り上げの減少などにより、23.1％の減、固定資産税は 0.5% の
減になったことから、町税全体では、△3.9％、１億 826 万円の減収となりました。
　「地方交付税」は、町が標準的な税収入見込み額をもって標準的な行政サービスや施設維
持を行った場合の財源不足額を国から交付される制度で、普通交付税と特別交付税があり
ます。５年度の普通交付税は、『町の標準的な行政運営を行うために必要な経費見込み』から
差し引かれる『町の標準的な税収見込み』が増額算定されたことで、交付額は前年度対比
11.0％の減、特別交付税においても減額となったことから、「地方交付税」全体では 11.0％
の減となりました。また、「諸収入」のうち「学校給食費納入金」は、小中学生の学校給食費の
無償化に伴い減額となり、「町債」は、道路改良事業、橋梁修繕事業、南条小学校蓄電設備設
置工事等に充てる借入をおこないましたが、臨時財政対策債の減額などにより、46.3% の減、
歳入全体では、前年度に比べ△7.2％、５億 9,627 万円の減額となりました。

71 億 5,524 万円
　５年度は、５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行され、令和元年度以来と
なる「町民まつり　坂城どんどん」の開催や、高校生を対象とするタイ国研修事業の再開、
アメリカ合衆国への中学生海外派遣事業が初めて実施されるなど各種事業を実施しました。
　性質別に見ると、「投資的経費」は、南条小学校に蓄電設備を整備し、地域の中核避難所と
なる町内３小学校全てに太陽光発電・蓄電設備を整備しました。災害時の電力供給が可能と
なり、災害に強く、環境にやさしいまちづくりを進めました。また、継続事業の道路改良事
業や橋梁修繕事業などを実施しましたが、文化センターの大規模改修工事を６年度に繰越
したため、総額では、前年度対比 53.0％の減となりました。
　「義務的経費」は、人件費が 0.6％、公債費が 2.2％増加しましたが、児童手当などの減に
より扶助費は 5.7％減となりました。「その他経費」は、物価高騰による負担の影響が大きい
低所得世帯を支援する給付金給付事業など補助費等で 8.0％増、基金への積立金が 53.4%
の減などにより、全体では 8.7% の減となり、歳出全体では、前年度に比べ△12.5%、10 億
2,226 万の減額となりました。

歳
入
一
般
会
計

歳
出
一
般
会
計

令
和
５
年
度
決
算
状
況

〜 

小
中
学
生
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
〜

会計別決算額

7,690,105 

3,634,704 

1,258,484 

760,565 

1,365,249 

250,406 

11,324,809

一 般 会 計

特 別 会 計
特
別
会
計
の
内
訳

国 民 健 康 保 険

下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療

合 計

会 計 名 歳 入
（単位：千円）

7,155,239 

3,610,254 

1,257,478 

740,897 

1,361,481 

250,398 

10,765,493 

歳 出

534,866 

24,450 

1,006 

19,668 

3,768 

8 

559,316 

差引額

※１自主財源
　　町 税 や 負 担 金

など、自前で賄
えるお金。

※２依存財源
　　国や県など、収

入 を 他 に 依 存
するお金。

寄附金
1億4,970万円

（1.9％）
繰越金ほか

2億1,112万円
（2.8％）

地方消費税交付金
3億8,878万円

（5.1％）

地方譲与税ほか
1億7,309万円

（2.2％）

自主財源（※１）
54.3％

自主財源（※１）
54.3％

依存財源（※２）
45.7％

依存財源（※２）
45.7％

町税
26億6,986万円

（34.7％）

町税
26億6,986万円

（34.7％）

諸収入
4億3,887万円

（5.7％）

諸収入
4億3,887万円

（5.7％）

地方交付税
15億1,622万円

（19.7％）

地方交付税
15億1,622万円

（19.7％）

国庫支出金
7億8,085万円

（10.2％）

国庫支出金
7億8,085万円

（10.2％）

町債
1億7,827万円

（2.3％）

県支出金
4億7,750万円

（6.2％）

繰入金
7億585万円
（9.2％）

繰入金
7億585万円
（9.2％）

県支出金
4億7,750万円

（6.2％）

町長、議会議員
などの特別職及
び町職員などの
報酬、給与など

社会保障として医療費
や障がい者支援などに
充てられるお金

借金の元金や利子の
返済に充てられるお金

普通建設事業費
5億4，531万円

（7.6％）

普通建設事業費
5億4，531万円

（7.6％）

投資的経費
7.6％

投資的経費
7.6％

義務的経費
35.2％

義務的経費
35.2％

その他経費
57.2％

その他経費
57.2％

道路、橋梁、公共施設の
整備に要する経費

人件費
12億9，286万円

（18.0％）

人件費
12億9，286万円

（18.0％）

扶助費
6億2，826万円

（8.8％）

扶助費
6億2，826万円

（8.8％）

公債費
5億9，955万円

（8.4％）

公債費
5億9，955万円

（8.4％）補助費等
14億9，238万円

（20.9％）

補助費等
14億9，238万円

（20.9％）

物件費
11億4，257万円

（16.0％）

物件費
11億4，257万円

（16.0％）

繰出金
6億6，647万円

（9.3％）

繰出金
6億6，647万円

（9.3％）

積立金
4億458万円
（5.6％）

積立金
4億458万円
（5.6％）

貸付金ほか
3億8，326万円（5.4％）

各種補助事業、
団体補助、負担
金などの経費

消耗品、備品、使用料、
委託料などの消費的
な経費

基金などへの
積立金ほか

特別会計の運営など
に一般会計から支出
する経費

主には中小企業振興のための
中小企業振興資金預託金

広報さかき広報さかき　　2024年10月号2024年10月号 1010



　令和５年度一般会計および特別会計の決算が、９月議会で認定されました。
　一般会計・特別会計５会計を合わせた決算は、歳入総額が 113 億 2,481 万円（前年度対
比△12.1％）、歳出総額は 107 億 6,549 万円（同△15.5％）となりました。歳入から歳出
を差し引いた額は５億 5,932 万円となり、この額から翌年度に繰り越すべき財源を差し
引いた実質収支額は 5,892 万円の黒字となりました。

５ 年 度 決 算 状 況 ５ 年 度 決 算 状 況

76 億 9,011 万円
　「町税」について、町民税の個人分は前年度対比 2.2% の増となったものの、法人分は物価
高騰による経費等の増加や売り上げの減少などにより、23.1％の減、固定資産税は 0.5% の
減になったことから、町税全体では、△3.9％、１億 826 万円の減収となりました。
　「地方交付税」は、町が標準的な税収入見込み額をもって標準的な行政サービスや施設維
持を行った場合の財源不足額を国から交付される制度で、普通交付税と特別交付税があり
ます。５年度の普通交付税は、『町の標準的な行政運営を行うために必要な経費見込み』から
差し引かれる『町の標準的な税収見込み』が増額算定されたことで、交付額は前年度対比
11.0％の減、特別交付税においても減額となったことから、「地方交付税」全体では 11.0％
の減となりました。また、「諸収入」のうち「学校給食費納入金」は、小中学生の学校給食費の
無償化に伴い減額となり、「町債」は、道路改良事業、橋梁修繕事業、南条小学校蓄電設備設
置工事等に充てる借入をおこないましたが、臨時財政対策債の減額などにより、46.3% の減、
歳入全体では、前年度に比べ△7.2％、５億 9,627 万円の減額となりました。

71 億 5,524 万円
　５年度は、５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行され、令和元年度以来と
なる「町民まつり　坂城どんどん」の開催や、高校生を対象とするタイ国研修事業の再開、
アメリカ合衆国への中学生海外派遣事業が初めて実施されるなど各種事業を実施しました。
　性質別に見ると、「投資的経費」は、南条小学校に蓄電設備を整備し、地域の中核避難所と
なる町内３小学校全てに太陽光発電・蓄電設備を整備しました。災害時の電力供給が可能と
なり、災害に強く、環境にやさしいまちづくりを進めました。また、継続事業の道路改良事
業や橋梁修繕事業などを実施しましたが、文化センターの大規模改修工事を６年度に繰越
したため、総額では、前年度対比 53.0％の減となりました。
　「義務的経費」は、人件費が 0.6％、公債費が 2.2％増加しましたが、児童手当などの減に
より扶助費は 5.7％減となりました。「その他経費」は、物価高騰による負担の影響が大きい
低所得世帯を支援する給付金給付事業など補助費等で 8.0％増、基金への積立金が 53.4%
の減などにより、全体では 8.7% の減となり、歳出全体では、前年度に比べ△12.5%、10 億
2,226 万の減額となりました。

歳
入
一
般
会
計

歳
出
一
般
会
計

令
和
５
年
度
決
算
状
況

〜 

小
中
学
生
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
〜

会計別決算額

7,690,105 

3,634,704 

1,258,484 

760,565 

1,365,249 

250,406 

11,324,809

一 般 会 計

特 別 会 計
特
別
会
計
の
内
訳

国 民 健 康 保 険

下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療

合 計

会 計 名 歳 入
（単位：千円）

7,155,239 

3,610,254 

1,257,478 

740,897 

1,361,481 

250,398 

10,765,493 

歳 出

534,866 

24,450 

1,006 

19,668 

3,768 

8 

559,316 

差引額

※１自主財源
　　町 税 や 負 担 金

など、自前で賄
えるお金。

※２依存財源
　　国や県など、収

入 を 他 に 依 存
するお金。

寄附金
1億4,970万円

（1.9％）
繰越金ほか

2億1,112万円
（2.8％）

地方消費税交付金
3億8,878万円

（5.1％）

地方譲与税ほか
1億7,309万円

（2.2％）

自主財源（※１）
54.3％

自主財源（※１）
54.3％

依存財源（※２）
45.7％

依存財源（※２）
45.7％

町税
26億6,986万円

（34.7％）

町税
26億6,986万円

（34.7％）

諸収入
4億3,887万円

（5.7％）

諸収入
4億3,887万円

（5.7％）

地方交付税
15億1,622万円

（19.7％）

地方交付税
15億1,622万円

（19.7％）

国庫支出金
7億8,085万円

（10.2％）

国庫支出金
7億8,085万円

（10.2％）

町債
1億7,827万円

（2.3％）

県支出金
4億7,750万円

（6.2％）

繰入金
7億585万円
（9.2％）

繰入金
7億585万円
（9.2％）

県支出金
4億7,750万円

（6.2％）

町長、議会議員
などの特別職及
び町職員などの
報酬、給与など

社会保障として医療費
や障がい者支援などに
充てられるお金

借金の元金や利子の
返済に充てられるお金

普通建設事業費
5億4，531万円

（7.6％）

普通建設事業費
5億4，531万円

（7.6％）

投資的経費
7.6％

投資的経費
7.6％

義務的経費
35.2％

義務的経費
35.2％

その他経費
57.2％

その他経費
57.2％

道路、橋梁、公共施設の
整備に要する経費

人件費
12億9，286万円

（18.0％）

人件費
12億9，286万円

（18.0％）

扶助費
6億2，826万円

（8.8％）

扶助費
6億2，826万円

（8.8％）

公債費
5億9，955万円

（8.4％）

公債費
5億9，955万円

（8.4％）補助費等
14億9，238万円

（20.9％）

補助費等
14億9，238万円

（20.9％）

物件費
11億4，257万円

（16.0％）

物件費
11億4，257万円

（16.0％）

繰出金
6億6，647万円

（9.3％）

繰出金
6億6，647万円

（9.3％）

積立金
4億458万円
（5.6％）

積立金
4億458万円
（5.6％）

貸付金ほか
3億8，326万円（5.4％）

各種補助事業、
団体補助、負担
金などの経費

消耗品、備品、使用料、
委託料などの消費的
な経費

基金などへの
積立金ほか

特別会計の運営など
に一般会計から支出
する経費

主には中小企業振興のための
中小企業振興資金預託金

広報さかき広報さかき　　2024年10月号2024年10月号1111



　５年度の一般会計の新規の長期借入金は、道路改良事業および橋梁修繕事業、南条小学校蓄電設備設置工事な
どに係る地方債など１億 7,827 万円で前年度対比 46.3％の減、また、長期借入金の償還額は、前年度対比 0.2％増
の５億 8,752 万円、一般会計の年度末現在高は前年度より４億 925 万円の減となり、下水道特別会計をあわせた
町全体では５億 5,402 万円減少し、108 億 6,741 万円となっています。

５ 年 度 決 算 状 況 ５ 年 度 決 算 状 況

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による、財政健全化判断比率５指標（下表のとおり）について、
監査委員の審査、議会への報告と公表が義務付けられています。５つの指標のうち 1つでも早期健全化基準を超
えると、議会の議決を経て財政健全化計画を策定し、更に財政再生基準を超えると、議会の議決を経て財政再生
計画を策定したうえで、国の指導下で財政再建を図ることになります。
　５年度の坂城町の指標はいずれも早期健全化基準を下回り、健全な状況で推移しています。

区　　　　分
一 般 会 計
下水道事業特別会計
合　　　　計

５年度末
57億4,382万円
51億2,359万円
108億6,741万円

４年度末
61億5,307万円
52億6,836万円
114億2,143万円

増　減
△4億925万円

△1億4,477万円
△5億5,402万円

増減率
△6.7％
△2.7％
△4.9％

①・②・④は、黒字のため数
値が入らないので「－」で
の表示となっています。
⑤は、資金不足がなく、数
値が入らないことから「－」
での表示となっています。

　５年度は、文化センター耐震補強・大規模改修工事、長野広域連合のごみ処理施設整備費負担金などに充当す
るため、文教施設等整備基金や広域行政事業基金などから取り崩しを行いました。
　年度末現在高は、前年度より２億 7,638 万円減の 61 億 2,553 万円となりました。

普通会計において「歳入額から歳出額を差し引いた額」を標準財政規模で割った比率で、
赤字の度合いを示します。坂城町は黒字のため数値は入りません。
※普通会計＝一般会計＋特別会計のうち普通会計に相当する会計（５年度該当なし）
普通会計とすべての特別会計を含め、地方公共団体全体としての赤字度合を示します。坂
城町は黒字のため数値は入りません。
公債費負担の重さを示す指標で、過去３ヶ年の平均値で表します。算出にあたっては、地
方債の元利償還金のほか、一般会計から下水道事業特別会計や　尾組合など一部事務組
合の元利償還金に対する繰出金、負担金なども自治体の借金返済額に含めています。
一般会計の地方債残高のほか、下水道事業特別会計や一部事務組合、広域連合、土地開発
公社に対する債務保証も含めた「自治体が背負っている実質的な債務」を標準財政規模で
割った比率で将来的な負担の重さを示します。標準的な年間収入の何年分の債務がある
かというイメージになっています。
公営企業ごとに事業活動に必要な資金の過不足を示す指標です。町の下水道事業は、資金
が充足されているため数値は入りません。

①実質赤字比率(％)
②連結実質赤字比率(％)
③実質公債費比率(％)
④将来負担比率(％)
⑤資金不足比率(％)

－
－
7.9
－
－

－
－
7.9
－
－

15 
20 
25 

350
（経営健全化基準） 20 

20 
30
35 

５年度末 ４年度末 早期健全化基準 財政再生基準指 標

区　　　　分
財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
その他特定目的基金
合　　　　計

４年度末
25億3,348万円

7億3,110万円
31億3,733万円
64億191万円

５年度末
25億6,496万円

7億5,758万円
28億299万円
61億2,553万円

増　減
3,148万円
2,648万円

△3億3,434万円
△2億7,638万円

増減率
1.2％
3.6％

△10.7％
△4.3％

（その他特定目的基金は、普通会計に属するもので、定額運用がなされる基金は含まれていません。）

５年度の主な事業（単位：千円）

総 務費　1,024,615（歳出に占める割合：14.3％）
温泉管理事業（町温泉施設維持補修工事ほか）
まちづくり推進事業（地域づくり活動支援ほか）
ふるさと納税事業
複合施設建設事業
（基本構想・基本計画策定ほか）
選挙費（町長・町議会議員ほか）

民 生費　2,235,871（31.2%）
老人福祉事業（敬老祝、介護予防、特別会計繰出金ほか）
心身障がい者等福祉事業（介護・訓練給付ほか）
物価高騰支援（子育て世帯）給付金給付事業
児童福祉関係事業（児童手当、子ども医療給付ほか）
保育園・子育て支援センター・児童館

衛 生費　423,897（5.9%）
予防・健康増進事業（予防接種、各種検診）
ごみ・し尿処理関係事業
（長野広域連合、葛尾組合、千曲衛生施設組合負担金ほか）

農 林水産業費　349,644（4.9%）
農業振興費
（地域営農推進、有害鳥獣対策、さかきワイン文化推進事業ほか）
農地費
（農道等基盤整備、町単補助、多面的機能支払交付金事業ほか）
林業振興・林道事業費
（松くい虫防除、町有林・林道管理・森林環境整備）

商 工費　558,907（7.8%）
中小企業対策事業（資金貸付預託金、保証料補給等）
中心市街地活性化事業
テクノセンター支援事業

土 木費　792,349（11.1%）
道路新設改良費（A01 号線ほか）
橋梁新設改良費 (橋梁修繕事業 )
下水道事業特別会計繰出金
花と緑のまちづくり・公園管理事業
（さかき千曲川バラ公園整備ほか）
高速交通総務費
（循環バス、鉄道軌道安全輸送設備整備等負担金）

消 防費　285,658（4.0%）
常設消防費（千曲坂城消防組合負担金等）
消防施設費
（軽積載車購入、消火栓工事負担金等）

教 育費　757,613（10.6%）
私立幼稚園補助事業
GIGA スクール構想推進事業
スマートエネルギー設備導入事業
（南条小蓄電設備整備）
小中学校費（学校管理、教育振興）
図書館・公民館等運営事業
文化財保護費（埋蔵文化財発掘調査、歴史館管理）
生涯学習・保健体育関係事業
食育・学校給食センター運営事業

31,339
162,836
70,086
17,694

16,143

104,684
122,890
292,000
33,046

53,469

138,620
210,256

373,312
56,780
43,706

507,136
385,372
199,136
267,117
360,669 221,942

26,807

67,988
30,903
40,725

155,700
40,977
24,877
18,147
138,956

◆国民健康保険特別会計
　決算額は 12 億 5,748 万円で、おもに保険給付
費や県への事業費納付金に対する支出を行い、前
年度に比べ1億780万円 (7.9%)の減となりました。
◆下水道事業特別会計
　決算額は 7 億 4,090 万円で、前年度に比べ
6,334 万円 (7.9%) の減となりました。おもに中之
条・上平地区の整備を進め、５年度末の供用面積
は 573ha で、下水道整備率は 95%になりました。
　なお、６年度から、地方公営企業法を適用した
公営企業会計へ移行しました。

◆介護保険特別会計
　決算額は 13 億 6,148 万円で、おもに保険給付費
や地域支援事業費に対する支出を行い、前年度に比
べ 31 万円（0.0%）の増となりました。
◆後期高齢者医療特別会計
　決算額は 2億 5,040 万円で、保険料の徴収や窓
口業務を行い、前年度に比べ 318 万円 (1.3%) の
増となりました。

181,954

49,164

51,556

①実 質 赤 字 比 率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将 来 負 担 比 率

⑤資 金 不 足 比 率
   （下 水 道 事 業）

※令和５年度決算の詳細については、主要施策の実績報告書として町ホームページにも掲載しています。

葛
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　５年度の一般会計の新規の長期借入金は、道路改良事業および橋梁修繕事業、南条小学校蓄電設備設置工事な
どに係る地方債など１億 7,827 万円で前年度対比 46.3％の減、また、長期借入金の償還額は、前年度対比 0.2％増
の５億 8,752 万円、一般会計の年度末現在高は前年度より４億 925 万円の減となり、下水道特別会計をあわせた
町全体では５億 5,402 万円減少し、108 億 6,741 万円となっています。

５ 年 度 決 算 状 況 ５ 年 度 決 算 状 況

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による、財政健全化判断比率５指標（下表のとおり）について、
監査委員の審査、議会への報告と公表が義務付けられています。５つの指標のうち 1つでも早期健全化基準を超
えると、議会の議決を経て財政健全化計画を策定し、更に財政再生基準を超えると、議会の議決を経て財政再生
計画を策定したうえで、国の指導下で財政再建を図ることになります。
　５年度の坂城町の指標はいずれも早期健全化基準を下回り、健全な状況で推移しています。

区　　　　分
一 般 会 計
下水道事業特別会計
合　　　　計

５年度末
57億4,382万円
51億2,359万円
108億6,741万円

４年度末
61億5,307万円
52億6,836万円
114億2,143万円

増　減
△4億925万円

△1億4,477万円
△5億5,402万円

増減率
△6.7％
△2.7％
△4.9％

①・②・④は、黒字のため数
値が入らないので「－」で
の表示となっています。
⑤は、資金不足がなく、数
値が入らないことから「－」
での表示となっています。

　５年度は、文化センター耐震補強・大規模改修工事、長野広域連合のごみ処理施設整備費負担金などに充当す
るため、文教施設等整備基金や広域行政事業基金などから取り崩しを行いました。
　年度末現在高は、前年度より２億 7,638 万円減の 61 億 2,553 万円となりました。

普通会計において「歳入額から歳出額を差し引いた額」を標準財政規模で割った比率で、
赤字の度合いを示します。坂城町は黒字のため数値は入りません。
※普通会計＝一般会計＋特別会計のうち普通会計に相当する会計（５年度該当なし）
普通会計とすべての特別会計を含め、地方公共団体全体としての赤字度合を示します。坂
城町は黒字のため数値は入りません。
公債費負担の重さを示す指標で、過去３ヶ年の平均値で表します。算出にあたっては、地
方債の元利償還金のほか、一般会計から下水道事業特別会計や　尾組合など一部事務組
合の元利償還金に対する繰出金、負担金なども自治体の借金返済額に含めています。
一般会計の地方債残高のほか、下水道事業特別会計や一部事務組合、広域連合、土地開発
公社に対する債務保証も含めた「自治体が背負っている実質的な債務」を標準財政規模で
割った比率で将来的な負担の重さを示します。標準的な年間収入の何年分の債務がある
かというイメージになっています。
公営企業ごとに事業活動に必要な資金の過不足を示す指標です。町の下水道事業は、資金
が充足されているため数値は入りません。

①実質赤字比率(％)
②連結実質赤字比率(％)
③実質公債費比率(％)
④将来負担比率(％)
⑤資金不足比率(％)

－
－
7.9
－
－

－
－
7.9
－
－

15 
20 
25 

350
（経営健全化基準） 20 

20 
30
35 

５年度末 ４年度末 早期健全化基準 財政再生基準指 標

区　　　　分
財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
その他特定目的基金
合　　　　計

４年度末
25億3,348万円

7億3,110万円
31億3,733万円
64億191万円

５年度末
25億6,496万円

7億5,758万円
28億299万円
61億2,553万円

増　減
3,148万円
2,648万円

△3億3,434万円
△2億7,638万円

増減率
1.2％
3.6％

△10.7％
△4.3％

（その他特定目的基金は、普通会計に属するもので、定額運用がなされる基金は含まれていません。）

５年度の主な事業（単位：千円）

総 務費　1,024,615（歳出に占める割合：14.3％）
温泉管理事業（町温泉施設維持補修工事ほか）
まちづくり推進事業（地域づくり活動支援ほか）
ふるさと納税事業
複合施設建設事業
（基本構想・基本計画策定ほか）
選挙費（町長・町議会議員ほか）

民 生費　2,235,871（31.2%）
老人福祉事業（敬老祝、介護予防、特別会計繰出金ほか）
心身障がい者等福祉事業（介護・訓練給付ほか）
物価高騰支援（子育て世帯）給付金給付事業
児童福祉関係事業（児童手当、子ども医療給付ほか）
保育園・子育て支援センター・児童館

衛 生費　423,897（5.9%）
予防・健康増進事業（予防接種、各種検診）
ごみ・し尿処理関係事業
（長野広域連合、葛尾組合、千曲衛生施設組合負担金ほか）

農 林水産業費　349,644（4.9%）
農業振興費
（地域営農推進、有害鳥獣対策、さかきワイン文化推進事業ほか）
農地費
（農道等基盤整備、町単補助、多面的機能支払交付金事業ほか）
林業振興・林道事業費
（松くい虫防除、町有林・林道管理・森林環境整備）

商 工費　558,907（7.8%）
中小企業対策事業（資金貸付預託金、保証料補給等）
中心市街地活性化事業
テクノセンター支援事業

土 木費　792,349（11.1%）
道路新設改良費（A01 号線ほか）
橋梁新設改良費 (橋梁修繕事業 )
下水道事業特別会計繰出金
花と緑のまちづくり・公園管理事業
（さかき千曲川バラ公園整備ほか）
高速交通総務費
（循環バス、鉄道軌道安全輸送設備整備等負担金）

消 防費　285,658（4.0%）
常設消防費（千曲坂城消防組合負担金等）
消防施設費
（軽積載車購入、消火栓工事負担金等）

教 育費　757,613（10.6%）
私立幼稚園補助事業
GIGA スクール構想推進事業
スマートエネルギー設備導入事業
（南条小蓄電設備整備）
小中学校費（学校管理、教育振興）
図書館・公民館等運営事業
文化財保護費（埋蔵文化財発掘調査、歴史館管理）
生涯学習・保健体育関係事業
食育・学校給食センター運営事業

31,339
162,836
70,086
17,694

16,143

104,684
122,890
292,000
33,046

53,469

138,620
210,256

373,312
56,780
43,706

507,136
385,372
199,136
267,117
360,669 221,942

26,807

67,988
30,903
40,725

155,700
40,977
24,877
18,147
138,956

◆国民健康保険特別会計
　決算額は 12 億 5,748 万円で、おもに保険給付
費や県への事業費納付金に対する支出を行い、前
年度に比べ1億780万円 (7.9%)の減となりました。
◆下水道事業特別会計
　決算額は 7 億 4,090 万円で、前年度に比べ
6,334 万円 (7.9%) の減となりました。おもに中之
条・上平地区の整備を進め、５年度末の供用面積
は 573ha で、下水道整備率は 95%になりました。
　なお、６年度から、地方公営企業法を適用した
公営企業会計へ移行しました。

◆介護保険特別会計
　決算額は 13 億 6,148 万円で、おもに保険給付費
や地域支援事業費に対する支出を行い、前年度に比
べ 31 万円（0.0%）の増となりました。
◆後期高齢者医療特別会計
　決算額は 2億 5,040 万円で、保険料の徴収や窓
口業務を行い、前年度に比べ 318 万円 (1.3%) の
増となりました。

181,954

49,164

51,556

①実 質 赤 字 比 率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将 来 負 担 比 率

⑤資 金 不 足 比 率
   （下 水 道 事 業）

※令和５年度決算の詳細については、主要施策の実績報告書として町ホームページにも掲載しています。
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　８月 15 日（木）、リニューアルした文化センターで「第 69 回 坂城町二十歳のつどい」を開催しました。
　町内では、平成 15 年 4 月 2 日から平成 16 年 4 月 1 日生まれの 125 名が 20 歳を迎えており、そのうち 101 名
の皆さんが式典に出席され、数年ぶりの仲間との再会に嬉しさいっぱいに抱き合ったり、笑顔で近況を報告し

あっていました。
　式典では、まず、戦没者の方々への追悼と世界の
平和を祈るため黙祷が行われ、その後、二十歳のつ
どい実行委員会代表の榊原陽太さんがあいさつし
たほか、中学校時代の担任の先生からお祝いの言葉
や歌が 20 歳を迎えた皆さんに贈られていました。
　今回は、各小学校や中学校時代の写真や動画を集
めた「二十歳のつどい記念動画」が作られ、動画が流
れると、嬉しさや恥ずかしさ、懐かしさなどのさま
ざまな感情が込められた「きゃあ～ !!」という歓声
が会場のそこかしこで響いていました。
　20 歳おめでとうございます！

小宮山直さん　商工会青年部主張発表大会で最優秀賞受賞
　坂城町商工会青年部で、前部長の小宮山直さんが、長野県商工
会青年部連合会が主催する「商工会青年部主張発表大会」で最優
秀賞を受賞しました。
　小宮山さんが青年部部長だった時に、坂城町商工会青年部創立
50 周年を迎えたことをきっかけとして、コロナ禍でしばらく行わ
れなかった「千曲坂城陣太鼓」を復活させたこと、その発表の場と
して、歴代の坂城町商工会青年部のＯＢの皆さんが一堂に会した
創立 50 周年式典で披露したことなどを 10 分間の持ち時間でス
ピーチし、見事最優秀となりました。
　９月には関東ブロック大会が行われたということで、「主張」を
通して坂城町の魅力を多くの皆さんに届けていただきました！

「第 69 回坂城町二十歳のつどい」を開催

▲実行委員会代表 榊原陽太さん

村田俊明様より屏風 2 点をご寄贈いただきました
　ご寄贈いただいた屏風は、「男谷燕斎書屏風」と「書画押絵貼屏
風」です。村田家が家宝として代々受け継いでこられたもので、町
に縁のある文化財を多くの人に知ってほしいと、町にご寄贈いた
だきました。
　男谷燕斎書屏風は、それぞれ「田園楽」と「赤壁賦」という漢詩の
一節を大書したものです。作者の男谷彦四郎（燕斎）は、江戸時代後
期の幕臣で、文化 11 年（1814 年）に代官として中之条陣屋に赴任
しました。能書家でもあり、町にも数々の書が残されています。
　書画押絵貼屏風は、日本画と和歌を交互に配置した屏風です。和
歌の作者は「道庵山人正香」という人で、各所で目にした風景など
が詠まれています。道庵山人がどのような人物か、詳しいことはわ
かっていませんが、この地の歌人である可能性が高いと考えられます。
　どちらも町の歴史や文化を物語る貴重な作品です。大切に保管し、活用していきます。

▲「男谷燕斎書屏風」前で
　（左から）臼井副町長、山村町長、村田さん、
　塚田教育長

坂城中  昭和 54 年度卒業の皆様からご寄附いただきました
　坂城中学校を昭和 54 年度卒業した皆様を代表して、当時生徒
会長だった笠井識敬さんが、8 月 22 日（木）、役場を訪れ、山村町
長と塚田教育長に寄附金を手渡しました。
　昭和 54 年度卒業生の皆さんは今年度還暦を迎えるというこ
とで、それを記念して８月 11 日（日）に同窓会を開催したそうで
す。同窓会では、現在の坂城中学校の活躍ぶりなども紹介された
ということで、参加された皆さんは当時を懐かしむと同時に、現
在頑張っている生徒の皆さんを応援したいという想いから、同
窓会で集めたお金を母校に寄附してくださいました。
　ご寄附ありがとうございます。先輩方のお気持ちを大切に、寄
附金を活用します。

▲（左から）山村町長、笠井さん、塚田教育長

▲中学校時代の担任の先生

北原琥汰朗さん甲子園出場！！　
山﨑 優里愛さん全日本ジュニアテニス選手権出場！！
　長野日本大学高校３年 北原琥汰朗さんは、８月に開催された「第
106 回全国高等学校野球選手権大会（夏の甲子園）」に長野県代表
として出場し、初戦を今大会 4 強となった青森県代表 青森山田高
校と対戦しました。結果は１対９と敗退しましたが、15 年ぶりに
出場し力の限りを尽くした北原さん、８月 21 日（水）に来庁した
際には、「甲子園に出ることが夢で頑張ってきた。高校３年の間に
は、自分の中で葛藤することもあったが、チームのために自分ので
きることは何かを考えて懸命にやってきたので、負けてしまい残
念ではあるが悔いはない」とすっきりした表情で話していました。
　坂城中学校２年  山﨑優里愛さんは、７月に開催された「2024 年
度 北信越ジュニアテニス選手権大会（U14・U12）兼 ユニクロ全日
本ジュニアテニス選手権大会　2024 北信越地区予選大会」の 14
歳以下で３位となり、「ユニクロ全日本ジュニアテニス選手権 2024」出場への切符を手にしたことを報告に来庁
し、落ち着いた雰囲気で、大会に向けて準備していることを話していました。

▲（左から）山村町長、山﨑さん、北原さん
　塚田教育長

▲（左から）山村町長、小宮山さん、坂城町
　商工会青年部 澤崎部長、同会 宮川主任経
　営支援員
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　８月 15 日（木）、リニューアルした文化センターで「第 69 回 坂城町二十歳のつどい」を開催しました。
　町内では、平成 15 年 4 月 2 日から平成 16 年 4 月 1 日生まれの 125 名が 20 歳を迎えており、そのうち 101 名
の皆さんが式典に出席され、数年ぶりの仲間との再会に嬉しさいっぱいに抱き合ったり、笑顔で近況を報告し

あっていました。
　式典では、まず、戦没者の方々への追悼と世界の
平和を祈るため黙祷が行われ、その後、二十歳のつ
どい実行委員会代表の榊原陽太さんがあいさつし
たほか、中学校時代の担任の先生からお祝いの言葉
や歌が 20 歳を迎えた皆さんに贈られていました。
　今回は、各小学校や中学校時代の写真や動画を集
めた「二十歳のつどい記念動画」が作られ、動画が流
れると、嬉しさや恥ずかしさ、懐かしさなどのさま
ざまな感情が込められた「きゃあ～ !!」という歓声
が会場のそこかしこで響いていました。
　20 歳おめでとうございます！

小宮山直さん　商工会青年部主張発表大会で最優秀賞受賞
　坂城町商工会青年部で、前部長の小宮山直さんが、長野県商工
会青年部連合会が主催する「商工会青年部主張発表大会」で最優
秀賞を受賞しました。
　小宮山さんが青年部部長だった時に、坂城町商工会青年部創立
50 周年を迎えたことをきっかけとして、コロナ禍でしばらく行わ
れなかった「千曲坂城陣太鼓」を復活させたこと、その発表の場と
して、歴代の坂城町商工会青年部のＯＢの皆さんが一堂に会した
創立 50 周年式典で披露したことなどを 10 分間の持ち時間でス
ピーチし、見事最優秀となりました。
　９月には関東ブロック大会が行われたということで、「主張」を
通して坂城町の魅力を多くの皆さんに届けていただきました！

「第 69 回坂城町二十歳のつどい」を開催

▲実行委員会代表 榊原陽太さん

村田俊明様より屏風 2 点をご寄贈いただきました
　ご寄贈いただいた屏風は、「男谷燕斎書屏風」と「書画押絵貼屏
風」です。村田家が家宝として代々受け継いでこられたもので、町
に縁のある文化財を多くの人に知ってほしいと、町にご寄贈いた
だきました。
　男谷燕斎書屏風は、それぞれ「田園楽」と「赤壁賦」という漢詩の
一節を大書したものです。作者の男谷彦四郎（燕斎）は、江戸時代後
期の幕臣で、文化 11 年（1814 年）に代官として中之条陣屋に赴任
しました。能書家でもあり、町にも数々の書が残されています。
　書画押絵貼屏風は、日本画と和歌を交互に配置した屏風です。和
歌の作者は「道庵山人正香」という人で、各所で目にした風景など
が詠まれています。道庵山人がどのような人物か、詳しいことはわ
かっていませんが、この地の歌人である可能性が高いと考えられます。
　どちらも町の歴史や文化を物語る貴重な作品です。大切に保管し、活用していきます。

▲「男谷燕斎書屏風」前で
　（左から）臼井副町長、山村町長、村田さん、
　塚田教育長

坂城中  昭和 54 年度卒業の皆様からご寄附いただきました
　坂城中学校を昭和 54 年度卒業した皆様を代表して、当時生徒
会長だった笠井識敬さんが、8 月 22 日（木）、役場を訪れ、山村町
長と塚田教育長に寄附金を手渡しました。
　昭和 54 年度卒業生の皆さんは今年度還暦を迎えるというこ
とで、それを記念して８月 11 日（日）に同窓会を開催したそうで
す。同窓会では、現在の坂城中学校の活躍ぶりなども紹介された
ということで、参加された皆さんは当時を懐かしむと同時に、現
在頑張っている生徒の皆さんを応援したいという想いから、同
窓会で集めたお金を母校に寄附してくださいました。
　ご寄附ありがとうございます。先輩方のお気持ちを大切に、寄
附金を活用します。

▲（左から）山村町長、笠井さん、塚田教育長

▲中学校時代の担任の先生

北原琥汰朗さん甲子園出場！！　
山﨑 優里愛さん全日本ジュニアテニス選手権出場！！
　長野日本大学高校３年 北原琥汰朗さんは、８月に開催された「第
106 回全国高等学校野球選手権大会（夏の甲子園）」に長野県代表
として出場し、初戦を今大会 4 強となった青森県代表 青森山田高
校と対戦しました。結果は１対９と敗退しましたが、15 年ぶりに
出場し力の限りを尽くした北原さん、８月 21 日（水）に来庁した
際には、「甲子園に出ることが夢で頑張ってきた。高校３年の間に
は、自分の中で葛藤することもあったが、チームのために自分ので
きることは何かを考えて懸命にやってきたので、負けてしまい残
念ではあるが悔いはない」とすっきりした表情で話していました。
　坂城中学校２年  山﨑優里愛さんは、７月に開催された「2024 年
度 北信越ジュニアテニス選手権大会（U14・U12）兼 ユニクロ全日
本ジュニアテニス選手権大会　2024 北信越地区予選大会」の 14
歳以下で３位となり、「ユニクロ全日本ジュニアテニス選手権 2024」出場への切符を手にしたことを報告に来庁
し、落ち着いた雰囲気で、大会に向けて準備していることを話していました。

▲（左から）山村町長、山﨑さん、北原さん
　塚田教育長

▲（左から）山村町長、小宮山さん、坂城町
　商工会青年部 澤崎部長、同会 宮川主任経
　営支援員
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㈱都筑製作所様から発電機をご寄贈いただきました
　８月 27 日（火）、㈱都筑製作所  栗田有樹 代表取締役社長が役
場を訪れ、同社の創業 80 周年を記念して、町にポータブル発電機
５台をご寄贈くださいました。
　栗田社長は、「町が開催するイベントに活用してほしい。また、
あっては困ることではあるが、災害時などにも役立ててほしい。」
と挨拶し、山村町長は「御社の 70 周年記念時のご寄附に続き感謝
している。町は、令和元年東日本台風の際の避難所停電の教訓か
ら、中核避難所に順次太陽光発電設備を設置しているところであ
るが、それとは別にポータブル発電機があると機動力が高まり、
大変ありがたい。」と謝意を伝えました。
　㈱都筑製作所様からは、創業 70 周年記念の際にもポータブル
発電機をご寄贈いただいており、町のイベントや操法大会などの際に活用しています。今回ご寄贈いただいた
ポータブル発電機は前回いただいたものと仕様が異なるため、利用環境により使い分けができます。
　ご寄贈ありがとうございました。また、創業 80 周年おめでとうございます。

▲（左から）山村町長、栗田社長、臼井副町長

坂城町総合防災訓練を実施しました
　８月 25 日（日）、 村上小学校で令和６年度坂城町総合防災訓練を実施しました。東海地域を震源とする地震を

想定しての訓練を、村上地区の地区役員や自主防災
会の方などが参加して行いました。前日の雨による
グランドコンディション不良のため、水防訓練や放
水訓練など、一部の訓練は中止としましたが、長野
県動物愛護会長野支部のご協力をいただき、今年度
は新たにペット同行避難訓練を実施し、ペットとの
避難について理解を深めるための場を設けました。
　今年は元旦から「令和６年能登半島地震」、８月の
宮崎県沖の地震に伴う「南海トラフ地震 臨時情報

“巨大地震注意”」や台風、大雨による災害が多く発
生し、人的被害も大きいものになっています。
　災害はいつ発生するか分かりません。平時にハ
ザードマップを確認し、各家庭で避難時の行動（マ
イタイムラインなど）について考えてみませんか。
そして、非常時の持ち出し
品を保管するなど、災害に
備えましょう。

情報伝達訓練（同報系）：町からの避難情報発信および地区内放送
情報伝達訓練（移動系）：自主防災会と災害対策本部との双方向連絡通信
避難訓練：自宅もしくは公民館から中核避難所への避難
避難所運営訓練：パーテーションや簡易トイレの設営、食料物資受入れなどの避難所の運営
応急手当訓練：千曲坂城消防本部職員が講師となり応急手当等の講習を実施
災害時公衆無線 LAN 開設訓練：避難所に無料 Wi-Fi を開設
臨時災害放送局開設訓練：UCV が臨時災害放送局を開設し災害情報等を発信
給水訓練：長野県企業局上田水道管理事務所による安心の蛇口の設営訓練
ペット同行避難訓練：長野県動物愛護会長野支部によるペット同行避難についての講習

訓 練 内 容

　町では、平成 26 年度より各自治区からの要望を受け、救急医療情報キット（安心カプセル）の配布について、各
区を通して行ってきました。また、町が配布を行う以前より、独自に導入を行ってきた自治区もあり、各家庭の冷
蔵庫への保管を呼びかけてきました。これは、いざという時、駆けつけた救急隊員にご家族やご自身の健康情報を
正確に伝え、的確な応急処置やその後の医療活動に役立てることを目的としています。
　安心カプセルの中には、下記の「安心カード」（ご本人の情報、かかりつけの医療機関、身体の状況や病名、緊急連
絡先などを記入）がセットされていますが、ご記入いただいた情報が年々古くなることから、定期的な更新をおす
すめしています。
　なお、転入された方で、まだ安心カプセルが配布されていない世帯については、お住まいの地区の区長にご連絡
をお願いします。以前からお住まいの方で、安心カプセルが配布されていない、または、見当たらない場合につい
てもご連絡をお願いします。

記入例

◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室　☎82－3111（内線241）　直通75－6211

6   10　１記入日／令和　　 年　 　月　　 日

救急車・消防
連絡先は 緊急時はこのカードを提示してください

【ご本人の情報】

【緊急連絡先】

※このカードに記入された個人情報は、救急・災害時以外には使用いたしません。

電話

携帯電話

（  男　・　女  ）

生
年
月
日

（  大正 ・ 昭和 ・ 平成  ）

年　 　　月　　　 日

血
液
型

Ａ・Ｂ・ＡＢ・Ｏ

Ｒｈ（  ＋ ・ ー  ）
その他（伝えたいこと）

電話

（続柄　　　      ）

氏　   名

住　   所

氏　名

住　所

代
筆
者

ふ り が な

ふ り が な

身 体 の 状 況
（持病・障がいの状態等）

ア レ ル ギ ー

常用している薬

かかりつけの病院

診 療 科
担 当 医

病 院 電 話 番 号

診 察 券 番 号

今かかっている病気

あ り
な し

… 何のアレルギーですか？

氏　  名

住　  所

ふ り が な

氏　  名

住　  所

ふ り が な

（続柄　　　      ）（同居の有無　   有　・　無  ）

（続柄　　　      ）（同居の有無　   有　・　無  ）

電話

電話

坂城町

坂城　太郎
さかき　　　たろう

坂城10000－１
82-××××

090-1111-◯◯◯◯

持病…ぜんそく・高血圧・心臓病
障がいの状態…腎機能障害（人工透析）・聴覚障害

坂　城　病　院

整形外科　坂城  一郎

0268－82－□□□□

000123456

腰　痛

坂城　花子
さかき　　　はなこ

080－2222－△△△△

子

坂城町大字坂城10000－１

 10   10　 10

代筆された場合は、
代筆者名をお書きく
ださい。

障がいの手帳、特定疾病
医療費受給者証などをお
持ちの方は「写し」を容
器に入れてください。

ハウスダストなどの環境アレルギー、たまごなど
の食物アレルギー、造影剤などの薬アレルギーを
記入してください。

書ききれない場合は薬情報提供書やお薬手帳の
「写し」を容器に入れてください。

日中・夜間つながる電話番号を
お書きください。

▲安心カプセル

◀マグネットステッカー

安心カプセル　坂城町 検 索

広報さかき広報さかき　　2024年10月号2024年10月号 1616



　町では、平成 26 年度より各自治区からの要望を受け、救急医療情報キット（安心カプセル）の配布について、各
区を通して行ってきました。また、町が配布を行う以前より、独自に導入を行ってきた自治区もあり、各家庭の冷
蔵庫への保管を呼びかけてきました。これは、いざという時、駆けつけた救急隊員にご家族やご自身の健康情報を
正確に伝え、的確な応急処置やその後の医療活動に役立てることを目的としています。
　安心カプセルの中には、下記の「安心カード」（ご本人の情報、かかりつけの医療機関、身体の状況や病名、緊急連
絡先などを記入）がセットされていますが、ご記入いただいた情報が年々古くなることから、定期的な更新をおす
すめしています。
　なお、転入された方で、まだ安心カプセルが配布されていない世帯については、お住まいの地区の区長にご連絡
をお願いします。以前からお住まいの方で、安心カプセルが配布されていない、または、見当たらない場合につい
てもご連絡をお願いします。

記入例

◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室　☎82－3111（内線241）　直通75－6211

6   10　１記入日／令和　　 年　 　月　　 日

救急車・消防
連絡先は 緊急時はこのカードを提示してください

【ご本人の情報】

【緊急連絡先】

※このカードに記入された個人情報は、救急・災害時以外には使用いたしません。

電話

携帯電話

（  男　・　女  ）

生
年
月
日

（  大正 ・ 昭和 ・ 平成  ）

年　 　　月　　　 日

血
液
型

Ａ・Ｂ・ＡＢ・Ｏ

Ｒｈ（  ＋ ・ ー  ）
その他（伝えたいこと）

電話

（続柄　　　      ）

氏　   名

住　   所

氏　名

住　所

代
筆
者

ふ り が な

ふ り が な

身 体 の 状 況
（持病・障がいの状態等）

ア レ ル ギ ー

常用している薬

かかりつけの病院

診 療 科
担 当 医

病 院 電 話 番 号

診 察 券 番 号

今かかっている病気

あ り
な し

… 何のアレルギーですか？

氏　  名

住　  所

ふ り が な

氏　  名

住　  所

ふ り が な

（続柄　　　      ）（同居の有無　   有　・　無  ）

（続柄　　　      ）（同居の有無　   有　・　無  ）

電話

電話

坂城町

坂城　太郎
さかき　　　たろう

坂城10000－１
82-××××

090-1111-◯◯◯◯

持病…ぜんそく・高血圧・心臓病
障がいの状態…腎機能障害（人工透析）・聴覚障害

坂　城　病　院

整形外科　坂城  一郎

0268－82－□□□□

000123456

腰　痛

坂城　花子
さかき　　　はなこ

080－2222－△△△△

子

坂城町大字坂城10000－１

 10   10　 10

代筆された場合は、
代筆者名をお書きく
ださい。

障がいの手帳、特定疾病
医療費受給者証などをお
持ちの方は「写し」を容
器に入れてください。

ハウスダストなどの環境アレルギー、たまごなど
の食物アレルギー、造影剤などの薬アレルギーを
記入してください。

書ききれない場合は薬情報提供書やお薬手帳の
「写し」を容器に入れてください。

日中・夜間つながる電話番号を
お書きください。

▲安心カプセル

◀マグネットステッカー

安心カプセル　坂城町 検 索
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（
介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）

　
口
座
振
替
は
、10
月
31
日（
木
）に

指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の

で
、振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、10
月
22
日（
火
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
次
の
期
か
ら
の
振
替

に
な
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　
所
有
の
空
き
家
の
活
用
に
つ
い

て
、解
体
を
含
め
て
検
討
し
て
い
る

方
は
解
体
業
者
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。希
望
す
る
方
は
事
前
に
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
23
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
役
場
第
４
会
議
室（
３
階
）

※

相
談
時
間
は
１
回
25
分
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４

　
10
月
１
日
の「
法
の
日
」を
中
心

に
、県
下
全
域
で
司
法
書
士
無
料
法

律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
　

場
所
　
役
場
第
３
会
議
室（
３
階
）

相
談
内
容
　
不
動
産
・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
、高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ど
の
財
産
管
理
、相
続
、不
動

産
の
取
引
、空
き
家
の
相
続
、裁

判
所
へ
の
提
出
書
類
作
成
な
ど

予
約
　
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
司
法
書
士
飯
出
俊
直
事
務
所

　（
長
野
県
司
法
書
士
会
上
田
支
部
長
）

　
☎
２
１―

５
０
７
１

　（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　　
長
野
県
司
法
書
士
会
、関
東
信
越

税
理
士
会
長
野
県
支
部
連
合
会
と

（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
が
の
支
部
の
３

団
体
に
よ
る
、相
続
、贈
与
、成
年
後

見
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。相
談
を
希
望
す
る
方
は

事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
19
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所
　
上
田
商
工
会
議
所

予
約
受
付
期
間

　
10
月
23
日（
水
）午
前
９
時
〜
11

　
月
18
日（
月
）午
後
４
時

予
約
方
法

　
・
電
話

　
　
長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
　
☎
０
２
６―

２
３
２―

７
４
９
２

　
　
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
長
野
県
司
法
書
士
会
ホ
ー
ム

　
　
ペ
ー
ジ
の
予
約
フ
ォ
ー
ム
◀

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
・
長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　   

☎
０
２
６―

２
３
２―
７
４
９
２

　
・
関
東
信
越
税
理
士
会
長
野
県
支

　   

部
連
合
会
事
務
局

　   

☎
０
２
６
３―

４
８―

５
４
８
０

《
技
術
管
理
者
》

資
格
　
高
校
卒
業
後
、廃
棄
物
処
理

　
実
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
り
廃

　
棄
物
処
理
施
設
技
術
管
理
者
資

　
格
等
を
有
す
る
方

募
集
人
数

　若
干
名

受
付
期
限

　10
月
18
日（
金
）

試
験

　一
次
試
験
：
11
月
17
日（
日
）

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
葛
尾
組
合

　
☎
８
２―

２
３
４
９

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井
で
は
、町
、

（
公
財
）さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
、

テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合
と

共
催
で「
就
職
応
援
会
」を
開
催
し

ま
す
。企
業
の
採
用
担
当
者
と
直
接

話
が
で
き
る
機
会
で
す
。事
前
申
込

み
は
不
要
で
す
の
で
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
30
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

　
参
加
企
業
な
ど
、詳
し
く
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井

　
☎
０
２
６―

２
９
３―

８
６
０
９

　
福
祉
の
職
場
を
詳
し
く
知
り
た

い
方
や
就
職
を
考
え
て
い
る
方
の

た
め
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
15
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

　
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。詳
し

く
は
長
野
労
働
局
ま
た
は
長
野
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井

　
☎
０
２
６―

２
９
３―

８
６
０
９

　
長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６―

２
２
６―

７
３
３
０

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
の
す
べ

て
の
証
明
書
の
発
行
を
一
時
停
止
し

ま
す
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
日
時
　
10
月
４
日（
金
）午
後

　
６
時
〜
５
日（
土
）午
後
６
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

　住
民
環
境
課
住
民
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４

町
県
民
税（
第
３
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
４
期
）

介
護
保
険
料（
第
４
期
）

納
期
限
は
10
月
31
日（
木
）

ミ

in

　　
現
在
求
職
中
の
方
を
対
象
に
、介

護
職
員
初
任
者
の
法
定
講
習
を
通

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

職
員
に
求
め
ら
れ
る
知
識
・
技
能
を

習
得
す
る
３
か
月
間
の
公
共
職
業

訓
練
で
す
。

期
間
　
12
月
17
日（
火
）〜
令
和
７

　
年
３
月
14
日（
金
）

場
所
　
マ
ス
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
住
吉
校

申
込
方
法
　
11
月
19
日（
火
）ま
で

　
に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職

　
業
訓
練
担
当
窓
口
へ
お
申
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

　
☎
３
９―

１
１
１
１

　
長
野
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働

問
題
の
専
門
家
が
中
立
、公
正
な
立

場
で
、労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル（
解
雇
・
賃
金
・

パ
ワ
ハ
ラ
等
）に
つ
い
て
、「
あ
っ
せ

ん
」に
よ
り
円
満
な
解
決
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
・
無
料
で
、懇
切

丁
寧
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。ま
た
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　▪
長
野
県
北
信
労
政
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
３
４―

９
５
３
２

　
▪
長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

７
４
６
８

　
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

県
内
に
お
け
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
目
撃

情
報
を
地
図
に
示
し
た「
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
出
没（
目
撃
）マ
ッ
プ
」を
公
開

し
て
い
ま
す
。目
撃
情
報
の
あ
る
地

域
周
辺
で
は
特
に
、明
け
方
・
夕
暮

れ
時
の
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
る
な

ど
、ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
の
行

動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

[

参
考]

秋
の
ク
マ
に
注
意
！

◆
鈴
、ラ
ジ
オ
、笛
な
ど
を
使
い
、人

　
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る
。

◆
ク
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
る
明
け

　
方
・
夕
暮
れ
時
の
外
出
は
な
る
べ

　
く
避
け
る
と
と
も
に
、外
出
す
る

　
時
は
複
数
人
で
行
動
す
る
。

◆
収
穫
し
な
い
果
樹
の
伐
採
や
畑
・
果

　
樹
園
で
の
電
気
柵
の
設
置
を
行
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　長
野
県
林
務
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

７
２
７
３

　　　
簡
単
な
体
操
、食
で
の
血
流
改
善
、

血
圧
測
定
や
個
別
に
健
康
相
談
な
ど

で
き
る
講
座
で
す
。動
き
や
す
い
格

好
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
９
日（
水
）・
11
月
６
日

　（
水
）午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

参
加
費
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

　
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
歌
や
リ

ズ
ム
を
通
し
て
、お
子
さ
ん
の
豊
か

な
感
性
や
情
緒
を
育
む
お
手
伝
い

を
す
る
楽
し
い
教
室
で
す
。無
料
体

験
教
室
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、申
込
み

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

期
間
　
10
月
２
日（
水
）〜
令
和
７

　
年
２
月
26
日（
水
）（
毎
週
水
曜
日
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

指
導
者
　
中
沢
敏
江
さ
ん（
リ
ト
　

　
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
講
師
）

参
加
費
　
８
０
０
円
／
月

　
　
　
　
４
，０
０
０
円
／
半
期

対
象
　
１
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護

　
者（
１
歳
児
未
満
は
要
相
談
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　「
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
　
さ
か
き
〜
懐

か
し
い
昭
和
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
♪

〜
」を
開
催
し
ま
す
。

　
１
６
９
系
電
車
限
定
記
念
硬
券

（
先
着
５
０
０
名
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
ほ
か
、ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
３
台

に
よ
る
無
料
周
遊
乗
車
、ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
、Ｎ
ゲ
ー
ジ
・
ジ
オ
ラ
マ
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

　
昭
和
の
懐
か
し
さ
に
触
れ
な
が
ら
、

飲
食
・
物
販
コ
ー
ナ
ー
、鉄
道
会
社

に
よ
る
グ
ッ
ズ
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

見
て
、乗
っ
て
、味
わ
っ
て
、楽
し
め
る
、

盛
り
だ
く
さ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
！

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
13
日（
日
）午
前
10
時

　
〜
午
後
４
時

場
所
　
坂
城
駅
前
多
目
的
広
場
・
１

　
６
９
系
電
車
・
男
女
共
同
参
画
セ

　
ン
タ
ー

　
詳
し
く
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
ま
ち
創
生
推
進
室

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
１
１

　
令
和
６
年
８
月
に
、次
の
方
か
ら

ご
寄
附
・
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
坂
城
中
学
校
昭
和
54
年
度
卒
業

　生
一
同  

代
表  

笠
井
識
敬 

様

　
坂
城
中
学
校
学
習
環
境
整
備
費

　
用
と
し
て

　
金
　
６
万
円

〇
兵
庫
県 

徳
本
純 

様
、久
美
子 

様

　東
京
都 

加
藤
裕
二 

様

　
鉄
の
展
示
館
備
品
と
し
て

　
刀
　
１
点

〇
㈱
都
筑
製
作
所  

代
表
取
締
役
社

　長  

栗
田
有
樹 

様

　
坂
城
町
備
品
と
し
て

　
発
電
機
　
５
台
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（
介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）

　
口
座
振
替
は
、10
月
31
日（
木
）に

指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の

で
、振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、10
月
22
日（
火
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
次
の
期
か
ら
の
振
替

に
な
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　
所
有
の
空
き
家
の
活
用
に
つ
い

て
、解
体
を
含
め
て
検
討
し
て
い
る

方
は
解
体
業
者
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。希
望
す
る
方
は
事
前
に
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
23
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
役
場
第
４
会
議
室（
３
階
）

※

相
談
時
間
は
１
回
25
分
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４

　
10
月
１
日
の「
法
の
日
」を
中
心

に
、県
下
全
域
で
司
法
書
士
無
料
法

律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
　

場
所
　
役
場
第
３
会
議
室（
３
階
）

相
談
内
容
　
不
動
産
・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
、高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ど
の
財
産
管
理
、相
続
、不
動

産
の
取
引
、空
き
家
の
相
続
、裁

判
所
へ
の
提
出
書
類
作
成
な
ど

予
約
　
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
司
法
書
士
飯
出
俊
直
事
務
所

　（
長
野
県
司
法
書
士
会
上
田
支
部
長
）

　
☎
２
１―

５
０
７
１

　（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　　
長
野
県
司
法
書
士
会
、関
東
信
越

税
理
士
会
長
野
県
支
部
連
合
会
と

（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
が
の
支
部
の
３

団
体
に
よ
る
、相
続
、贈
与
、成
年
後

見
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。相
談
を
希
望
す
る
方
は

事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
19
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所
　
上
田
商
工
会
議
所

予
約
受
付
期
間

　
10
月
23
日（
水
）午
前
９
時
〜
11

　
月
18
日（
月
）午
後
４
時

予
約
方
法

　
・
電
話

　
　
長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
　
☎
０
２
６―

２
３
２―

７
４
９
２

　
　
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
長
野
県
司
法
書
士
会
ホ
ー
ム

　
　
ペ
ー
ジ
の
予
約
フ
ォ
ー
ム
◀

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
・
長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　   

☎
０
２
６―

２
３
２―

７
４
９
２

　
・
関
東
信
越
税
理
士
会
長
野
県
支

　   

部
連
合
会
事
務
局

　   

☎
０
２
６
３―

４
８―

５
４
８
０

《
技
術
管
理
者
》

資
格
　
高
校
卒
業
後
、廃
棄
物
処
理

　
実
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
り
廃

　
棄
物
処
理
施
設
技
術
管
理
者
資

　
格
等
を
有
す
る
方

募
集
人
数

　若
干
名

受
付
期
限

　10
月
18
日（
金
）

試
験

　一
次
試
験
：
11
月
17
日（
日
）

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
葛
尾
組
合

　
☎
８
２―

２
３
４
９

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井
で
は
、町
、

（
公
財
）さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
、

テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合
と

共
催
で「
就
職
応
援
会
」を
開
催
し

ま
す
。企
業
の
採
用
担
当
者
と
直
接

話
が
で
き
る
機
会
で
す
。事
前
申
込

み
は
不
要
で
す
の
で
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
30
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

　
参
加
企
業
な
ど
、詳
し
く
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井

　
☎
０
２
６―

２
９
３―

８
６
０
９

　
福
祉
の
職
場
を
詳
し
く
知
り
た

い
方
や
就
職
を
考
え
て
い
る
方
の

た
め
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
15
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

　
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。詳
し

く
は
長
野
労
働
局
ま
た
は
長
野
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井

　
☎
０
２
６―

２
９
３―

８
６
０
９

　
長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６―

２
２
６―

７
３
３
０

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
の
す
べ

て
の
証
明
書
の
発
行
を
一
時
停
止
し

ま
す
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
日
時
　
10
月
４
日（
金
）午
後

　
６
時
〜
５
日（
土
）午
後
６
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

　住
民
環
境
課
住
民
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４

町
県
民
税（
第
３
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
４
期
）

介
護
保
険
料（
第
４
期
）

納
期
限
は
10
月
31
日（
木
）

ミ

in

　　
現
在
求
職
中
の
方
を
対
象
に
、介

護
職
員
初
任
者
の
法
定
講
習
を
通

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

職
員
に
求
め
ら
れ
る
知
識
・
技
能
を

習
得
す
る
３
か
月
間
の
公
共
職
業

訓
練
で
す
。

期
間
　
12
月
17
日（
火
）〜
令
和
７

　
年
３
月
14
日（
金
）

場
所
　
マ
ス
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
住
吉
校

申
込
方
法
　
11
月
19
日（
火
）ま
で

　
に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職

　
業
訓
練
担
当
窓
口
へ
お
申
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

　
☎
３
９―

１
１
１
１

　
長
野
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働

問
題
の
専
門
家
が
中
立
、公
正
な
立

場
で
、労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル（
解
雇
・
賃
金
・

パ
ワ
ハ
ラ
等
）に
つ
い
て
、「
あ
っ
せ

ん
」に
よ
り
円
満
な
解
決
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
・
無
料
で
、懇
切

丁
寧
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。ま
た
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　▪
長
野
県
北
信
労
政
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
３
４―

９
５
３
２

　
▪
長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

７
４
６
８

　
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

県
内
に
お
け
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
目
撃

情
報
を
地
図
に
示
し
た「
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
出
没（
目
撃
）マ
ッ
プ
」を
公
開

し
て
い
ま
す
。目
撃
情
報
の
あ
る
地

域
周
辺
で
は
特
に
、明
け
方
・
夕
暮

れ
時
の
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
る
な

ど
、ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
の
行

動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

[

参
考]

秋
の
ク
マ
に
注
意
！

◆
鈴
、ラ
ジ
オ
、笛
な
ど
を
使
い
、人

　
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る
。

◆
ク
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
る
明
け

　
方
・
夕
暮
れ
時
の
外
出
は
な
る
べ

　
く
避
け
る
と
と
も
に
、外
出
す
る

　
時
は
複
数
人
で
行
動
す
る
。

◆
収
穫
し
な
い
果
樹
の
伐
採
や
畑
・
果

　
樹
園
で
の
電
気
柵
の
設
置
を
行
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　長
野
県
林
務
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

７
２
７
３

　　　
簡
単
な
体
操
、食
で
の
血
流
改
善
、

血
圧
測
定
や
個
別
に
健
康
相
談
な
ど

で
き
る
講
座
で
す
。動
き
や
す
い
格

好
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
９
日（
水
）・
11
月
６
日

　（
水
）午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

参
加
費
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

　
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
歌
や
リ

ズ
ム
を
通
し
て
、お
子
さ
ん
の
豊
か

な
感
性
や
情
緒
を
育
む
お
手
伝
い

を
す
る
楽
し
い
教
室
で
す
。無
料
体

験
教
室
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、申
込
み

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

期
間
　
10
月
２
日（
水
）〜
令
和
７

　
年
２
月
26
日（
水
）（
毎
週
水
曜
日
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

指
導
者
　
中
沢
敏
江
さ
ん（
リ
ト
　

　
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
講
師
）

参
加
費
　
８
０
０
円
／
月

　
　
　
　
４
，０
０
０
円
／
半
期

対
象
　
１
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護

　
者（
１
歳
児
未
満
は
要
相
談
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　「
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
　
さ
か
き
〜
懐

か
し
い
昭
和
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
♪

〜
」を
開
催
し
ま
す
。

　
１
６
９
系
電
車
限
定
記
念
硬
券

（
先
着
５
０
０
名
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
ほ
か
、ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
３
台

に
よ
る
無
料
周
遊
乗
車
、ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
、Ｎ
ゲ
ー
ジ
・
ジ
オ
ラ
マ
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

　
昭
和
の
懐
か
し
さ
に
触
れ
な
が
ら
、

飲
食
・
物
販
コ
ー
ナ
ー
、鉄
道
会
社

に
よ
る
グ
ッ
ズ
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

見
て
、乗
っ
て
、味
わ
っ
て
、楽
し
め
る
、

盛
り
だ
く
さ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
！

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
13
日（
日
）午
前
10
時

　
〜
午
後
４
時

場
所
　
坂
城
駅
前
多
目
的
広
場
・
１

　
６
９
系
電
車
・
男
女
共
同
参
画
セ

　
ン
タ
ー

　
詳
し
く
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
ま
ち
創
生
推
進
室

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
１
１

　
令
和
６
年
８
月
に
、次
の
方
か
ら

ご
寄
附
・
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
坂
城
中
学
校
昭
和
54
年
度
卒
業

　生
一
同  

代
表  

笠
井
識
敬 

様

　
坂
城
中
学
校
学
習
環
境
整
備
費

　
用
と
し
て

　
金
　
６
万
円

〇
兵
庫
県 

徳
本
純 

様
、久
美
子 

様

　東
京
都 

加
藤
裕
二 

様

　
鉄
の
展
示
館
備
品
と
し
て

　
刀
　
１
点

〇
㈱
都
筑
製
作
所  

代
表
取
締
役
社

　長  

栗
田
有
樹 

様

　
坂
城
町
備
品
と
し
て

　
発
電
機
　
５
台
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第58回大峰祭に向けて
坂城中学校生徒会長　吉田萌玲

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

信州ＡＣＥプロジェクトは、長野県の健康づくり県民運動の名称です。生活習慣病の予
防に効果的な Action、Check、Eat の頭文字をとり、世界で一番の健康長寿を目指す想
いが込められています。

平均的な１日あたりの食塩摂取量（20 歳以上）は、男性 11.5 グラム、女性 9.6 グラムです。
生活習慣病予防のためには、男性 7.5 グラム、女性 6.5 グラムに抑えることが目標です。

高血圧の最大の原因は食塩の取り過
ぎです。健康を意識して減塩に取り
組むことが大切です。

食事・運動・休養・喫煙・飲酒などの
生活習慣が深く関係しています。日常
生活での意識が健康につながります。

　
坂
城
中
学
校
は
、生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が「
個
性
」

を
宿
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、今
年
度
の
大
峰
祭
テ
ー
マ
は
、広
大
な
宇

宙
の
中
で
存
在
感
を
放
つ
一
等
星
の
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
強
く
輝
か
せ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
と
、仲
間
の
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
を
認
め
合
い
な
が
ら
高
め
合
う
こ
と
で
坂

中
を
照
ら
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
込
め
た「
一
等
星
」に
し
ま
し
た
。

　
大
峰
祭
は
、個
性
を
輝
か
せ
ら
れ
る
瞬
間
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今
回
の
大
峰
祭
で
は
、

ク
ラ
ス
対
抗
で
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
を
行
う

Sakalym
pic

〜
ク
ラ
ス
部
門
〜
や
、今
年
か
ら

始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
海
外
研
修
の
報
告

会
な
ど
が
新
し
く
あ
り
ま
す
。そ
の
他
に
も
、

学
習
発
表
や
体
育
祭
、音
楽
祭
、前
年
度
同
様

ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、輝
き
が
見
ら
れ
る
瞬
間

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。私
達
生
徒
会
役
員

は
、特
に
ス
テ
ー
ジ
発
表
とSakalym

pic

〜
ク

ラ
ス
部
門
〜
で
、普
段
の
学
校
生
活
で
は
あ
ま

り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
仲
間
の
得
意
な
こ

と
を
発
見
で
き
る
場
を
設
け
た
い
と
思
い
、生

徒
同
士
で
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
計
画
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
活

動
を
通
し
て
、坂
中
生
が
仲
間
の
輝
き
を
互
い

に
認
め
合
い
、高
め
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

坂
中
は
更
に
向
こ
う
へ
成
長
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　
坂
城
中
学
校
は
、生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が「
個
性
」

を
宿
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、今
年
度
の
大
峰
祭
テ
ー
マ
は
、広
大
な
宇

宙
の
中
で
存
在
感
を
放
つ
一
等
星
の
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
強
く
輝
か
せ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
と
、仲
間
の
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
を
認
め
合
い
な
が
ら
高
め
合
う
こ
と
で
坂

中
を
照
ら
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
込
め
た「
一
等
星
」に
し
ま
し
た
。

　
大
峰
祭
は
、個
性
を
輝
か
せ
ら
れ
る
瞬
間
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今
回
の
大
峰
祭
で
は
、

ク
ラ
ス
対
抗
で
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
を
行
う

Sakalym
pic

〜
ク
ラ
ス
部
門
〜
や
、今
年
か
ら

始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
海
外
研
修
の
報
告

会
な
ど
が
新
し
く
あ
り
ま
す
。そ
の
他
に
も
、

学
習
発
表
や
体
育
祭
、音
楽
祭
、前
年
度
同
様

ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、輝
き
が
見
ら
れ
る
瞬
間

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。私
達
生
徒
会
役
員

は
、特
に
ス
テ
ー
ジ
発
表
とSakalym

pic

〜
ク

ラ
ス
部
門
〜
で
、普
段
の
学
校
生
活
で
は
あ
ま

り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
仲
間
の
得
意
な
こ

と
を
発
見
で
き
る
場
を
設
け
た
い
と
思
い
、生

徒
同
士
で
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
計
画
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
活

動
を
通
し
て
、坂
中
生
が
仲
間
の
輝
き
を
互
い

に
認
め
合
い
、高
め
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

坂
中
は
更
に
向
こ
う
へ
成
長
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ごみ袋

◇平　日　　　    午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇土曜開館日　     午前９時～正午

いずれの行事にも事前申込みをお願いします。なお、行事内容は変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。
支援センター便り「すくすくひろば」でのお申込み、または支援センターに電話（☎82－2291）でお申込みください。

☎82－2111
☎82－3630
☎82－2229
☎82－3295

☎82－2291

広報さかき広報さかき　　2024年10月号2024年10月号 2020



水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ごみ袋

◇平　日　　　    午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇土曜開館日　     午前９時～正午

いずれの行事にも事前申込みをお願いします。なお、行事内容は変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。
支援センター便り「すくすくひろば」でのお申込み、または支援センターに電話（☎82－2291）でお申込みください。

☎82－2111
☎82－3630
☎82－2229
☎82－3295

☎82－2291

広報さかき広報さかき　　2024年10月号2024年10月号2121
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建設  木くずチップ処分  産業廃棄物・一般廃棄物

◎産業廃棄物処分業 
　長野県知事許可2006127108
◎一般廃棄物処分業
　坂城町指令28－227号

木くずチップ工場へのお問い合わせ

長野県埴科郡坂城町大字網掛1372-12
※日曜・祝日休み 8：30～17：00営業

TEL：0268－71－0552
090－3333－0560

★立木伐採
★木くずチップバーク材の販売
★マニフェスト発行ＯＫ！

ローソン坂城村上店様より上田方面車で１分

HP：https://tanaka-kaihatsu.jp/company/

①粗大ごみ、家電４品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラスチッ
ク容器包装・紙類等・古着等の布類）
③小型家電の無料回収

６日（日）、20 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
日精樹脂工業㈱様 駐車場

■令和５年８月分　224.03ｔ
■令和６年８月分　217.04ｔ

家庭から収集所へ出される量と
ちくま環境エネルギーセンターに
出される量の合計

10日（木）、21日（月）
午前９時30分～正午
役場第４・５会議室（３階）

15日（火） 午前９時30分～正午
役場第５会議室（３階）

15日（火） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、７日（月）までに住民環境
課住民係【☎82-3111（内線 122）直通 75-6204】へ
お申込みください。

10 日は弁護士、21 日は司法書士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、相談日の３日前までに
社会福祉協議会【☎82-2551】へ予約してください。

心配ごと
法律相談

行政相談

年金相談

31日（木） 午前９時～正午　　
保健センター

お子さんの体重測定や子育て・離乳食の相談など、気軽にご相談
ください。相談をご希望の場合は、事前に保健センター【☎
82-3111（内線 512）直通 75-6230】へお申込みください。

すこやか相談

10 月

６日（日）

13 日（日）

14 日（月）

20 日（日）

27 日（日）

千曲中央病院

あかいけ歯科クリニック

かいぬま耳鼻咽喉科医院

あんずの里クリニック

青木歯科医院

安里医院

安川整形外科クリニック

若林歯科医院

やまざき医院

稲荷山医療福祉センター

宮島歯科医院

千曲中央病院

竹内歯科医院

【千曲市杭瀬下】

【 鼠 】

【千曲市内川】

【 千 曲 市 森 】

【千曲市八幡】

【千曲市内川】

【千曲市屋代】

【千曲市杭瀬下】

【千曲市上徳間】

【千曲市野高場】

【千曲市粟佐】

【千曲市杭瀬下】

【千曲市屋代】

☎(026)273-1212

☎81-3377

☎(026)275-3341

☎(026)272-1005

☎(026)272-1335

☎(026)275-7800

☎(026)273-6611

☎(026)213-7574

☎(026)276-2700

☎(026)272-1435

☎(026)273-3064

☎(026)273-1212

☎(026)273-4500

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）直通 75-6230

健　診

4か月児健康診査

7か月児健康相談

10か月児健康相談

１歳児健康相談

１歳６か月児健康診査

対　象　児

令和６年６月生

令和６年３月生

令和５年12月生

令和５年８月～９月生

令和５年２月～３月生

受　付　日　時

10日（木）午後１時

30日（水）午前９時

29日（火）午前９時

23日（水）午前９時

21日（月）午後１時

障がい者（児）
相 談

 ９日（水）▶役場第５会議室（３階）
23日（水）▶老人福祉センター
午後１時30分～４時

相談をご希望の場合は、相談日の２日前までに千
曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター【☎
026-275-0548】へお申込みください。

こころの
健康相談

 24日（木） 午後２時～５時
保健センター

精神保健福祉士が心の健康に関する相談を受け
ます。ご希望の場合は、事前に保健センター【☎
82-3111（内線 511）直通 75-6230】へお申込みく
ださい。

町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前10時～午後６時

令和６年９月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,248世帯（－  1）
人　口： 13,939人    （－22）
　男　：  6,918人　（－14）
　女　：  7,021人　（－  8）

件　数：　　  3件　
累　計：　　19件　（－11）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　  4件　
累　計：　　24人　（－15）

令和６年８月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

が休館

８月には一般書 88 冊、児童書 60 冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストをご覧になれます。

☆おすすめの本
ねむねむねんね（紙芝居）
（作・絵：真珠　まりこ／教育画劇）

　ねこやいぬやぞうさんが、大あくびをする紙
芝居。図書館では、児童コーナーに最新の紙芝居
がまとめておいてあります。貸出しもできます。
ぜひどうぞ。

☆おはなし会　
     12 日（土）　午前 10 時 30 分～
☆「のぽんて」さんの創作紙芝居　
　19 日（土）午前 10 時 30 分～
☆点字・点訳講座　講師：山口静枝さん
　１日（火）、15 日（火）　午後 2 時～
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任期は、令和６年 10 月１日から令和 10 年９月 30
日までの４年間です。

◎問い合わせ先　
　　　企画政策課まち創生推進室　
　　　☎82－3111（内線 241）　直通 75 ー 6211

※上記のほか、放送を行うことがあります。
※放送内容を「聞き逃した」「もう一度聞きたい」場合は、

自動応答電話サービス☎82－1070で確認できます。

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時

昼：正午　帰宅：午後５時（10月）

町教育委員の選任

たかまつ　　　ようこ

町教育委員に、次の２名を選任しました。

みやした　　　あきお

　長野県では、防災や福祉、子育て、観光など生活に
役立つさまざまな情報をお知らせする「長野県公式
LINE」を始めました。
　11 月 28 日（木）までの期間限定で、友だち追加し
た先着５万人に長野県ＰＲキャラクター「アルクマ」
のスタンプを無料でプレゼント。
　長野県を友だち追加する場合は、LINE アプリの「友
だち追加」から右記ＱＲコードを読み取り、

「長野県」を追加していただくか、ID 検索
で「@nagano.pref」と検索してください。

◎問い合わせ先　長野県企画振興部広報・共創推進課
　　　　　　　　 ☎026－235－7054

　長野県では、防災や福祉、子育て、観光など生活に
役立つさまざまな情報をお知らせする「長野県公式
LINE」を始めました。
　11 月 28 日（木）までの期間限定で、友だち追加し
た先着５万人に長野県ＰＲキャラクター「アルクマ」
のスタンプを無料でプレゼント。
　長野県を友だち追加する場合は、LINE アプリの「友
だち追加」から右記ＱＲコードを読み取り、

「長野県」を追加していただくか、ID 検索
で「@nagano.pref」と検索してください。

◎問い合わせ先　長野県企画振興部広報・共創推進課
　　　　　　　　 ☎026－235－7054
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町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前10時～午後６時

令和６年９月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,248世帯（－  1）
人　口： 13,939人    （－22）
　男　：  6,918人　（－14）
　女　：  7,021人　（－  8）

件　数：　　  3件　
累　計：　　19件　（－11）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　  4件　
累　計：　　24人　（－15）

令和６年８月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

が休館

８月には一般書 88 冊、児童書 60 冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストをご覧になれます。

☆おすすめの本
ねむねむねんね（紙芝居）
（作・絵：真珠　まりこ／教育画劇）

　ねこやいぬやぞうさんが、大あくびをする紙
芝居。図書館では、児童コーナーに最新の紙芝居
がまとめておいてあります。貸出しもできます。
ぜひどうぞ。

☆おはなし会　
     12 日（土）　午前 10 時 30 分～
☆「のぽんて」さんの創作紙芝居　
　19 日（土）午前 10 時 30 分～
☆点字・点訳講座　講師：山口静枝さん
　１日（火）、15 日（火）　午後 2 時～
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任期は、令和６年 10 月１日から令和 10 年９月 30
日までの４年間です。

◎問い合わせ先　
　　　企画政策課まち創生推進室　
　　　☎82－3111（内線 241）　直通 75 ー 6211

※上記のほか、放送を行うことがあります。
※放送内容を「聞き逃した」「もう一度聞きたい」場合は、

自動応答電話サービス☎82－1070で確認できます。

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時

昼：正午　帰宅：午後５時（10月）

町教育委員の選任

たかまつ　　　ようこ

町教育委員に、次の２名を選任しました。

みやした　　　あきお

　長野県では、防災や福祉、子育て、観光など生活に
役立つさまざまな情報をお知らせする「長野県公式
LINE」を始めました。
　11 月 28 日（木）までの期間限定で、友だち追加し
た先着５万人に長野県ＰＲキャラクター「アルクマ」
のスタンプを無料でプレゼント。
　長野県を友だち追加する場合は、LINE アプリの「友
だち追加」から右記ＱＲコードを読み取り、

「長野県」を追加していただくか、ID 検索
で「@nagano.pref」と検索してください。

◎問い合わせ先　長野県企画振興部広報・共創推進課
　　　　　　　　 ☎026－235－7054

　長野県では、防災や福祉、子育て、観光など生活に
役立つさまざまな情報をお知らせする「長野県公式
LINE」を始めました。
　11 月 28 日（木）までの期間限定で、友だち追加し
た先着５万人に長野県ＰＲキャラクター「アルクマ」
のスタンプを無料でプレゼント。
　長野県を友だち追加する場合は、LINE アプリの「友
だち追加」から右記ＱＲコードを読み取り、

「長野県」を追加していただくか、ID 検索
で「@nagano.pref」と検索してください。

◎問い合わせ先　長野県企画振興部広報・共創推進課
　　　　　　　　 ☎026－235－7054
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「広報さかき」へのご意見・ご要望を
お寄せください
■編集・発行　〒389-0692 長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　  坂城町企画政策課　☎ 0268-82-3111
　　　　　　  直通0268-75-6211　FAX 0268-82-8307
■印　  　刷　株式会社シーデンス

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-p. jp
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